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本年の特徴 

・開催テーマ ： G8 サミットラウンド 

・企画実施期間： 2008 年 5 月 17 日～7 月 11 日（金） 
 - コア期間：6 月 23 日～7 月 11 日   

・企画数   ： 50 企画 

・参加者数  ： 26,436 人 
 -  シンポジウム等、講演型企画参加者数：6,399 人 
 -  博物館来場者数：20,037 人 

・特筆事項    ：  

- 環境・気候変動への対応や国連ミレニアム開発目標（MDGs）の達

成を主要議題とする主要国首脳会議「G8 北海道洞爺湖サミット」

が 7 月 7 日～9 日に開催されるのに合わせ、関連する課題について

情報提供をしたり議論をしたりする企画群を「サステナビリティ・

ウィーク 2008」という全学共通の枠組みの中で開催した。 
- 総長を議長とする「持続可能な開発」国際戦略推進会議は、2007 年 9

月から 2008 年 7 月を期間として「サステナビリティ・マラソン」

と名付けた教育研究の推進キャンペーンに取り組んだ。サステナビ

リティ・ウィーク（SW）2008 もその一環に位置づけられた。 
- 世界初の試みとなる「G8 大学サミット」を 6 月 29 日～7 月 1 日に

札幌市内で開催した。G8 各国と新興国あわせて 14 ヵ国の主要な

35大学の代表が、「グローバル・サステイナビリティと大学の役割」

をテーマに議論し、「札幌サステイナビリティ宣言」を採択した。 
- アジア-太平洋地域の主要大学と国連大学高等研究所によるコンソ

ー シ ア ム “ProsPER.Net (Promotion of Sustainability in 
Postgraduate Education and Research Network: プロスパーネッ

ト)” の第 1 回総会、設立署名式、記念国際シンポジウムを 6 月 19
日～21 日に開催した。 

- 国連事務総長が、7 月 8 日に北海道大学札幌キャンパスを訪れ、「世

界的食料問題を考える」をテーマに、330 人の学生と対話した。 
- SW2008 の実施により排出された二酸化炭素約 350 トンを、北海道
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大学の研究林を除間伐することで数年内に吸収する「カーボンオフ

セット」を実現すべく、約 10 ヘクタールの森林整備を行った。 

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008

3



北海道大学　総長　佐伯　浩

　地球温暖化などの環境問題が深刻化するのに伴い、経済

発展と自然環境保全が両立した社会の創造、つまり「持続

可能な開発」の実現に向けて、私たち研究者や教育関係者

の果たす役割がますます大きくなってきています。

　北海道大学は 1876年に札幌農学校として創立以来、自然

環境と人類の共生のあり方を追求してまいりました。これ

までに培った研究・教育基盤にもとづき、2005 年には    「持

続可能な開発」 国際戦略本部を設置し、持続可能な社会の

実現に向けて、これまで以上に積極的に、グローバルな規

模で貢献する決意を新たにしました。そして、 2006 年には

「持続可能な発展」国際シンポジウムを開催し、これまで

の研究と教育の蓄積を公開し、海外の大学や国際機関との

ネットワーク強化を加速させております。

　このたび、 2008年 7 G8 サミッ

トが開催されるのに先だち北海道大学は 、「持続可能性 」（サステナビリティ） にかか る

様々な行事を実施 いたします。 シンポジウムや市民向けの講座 、特別展示やワークシ ョ  ッ

プなどの行事を通じて、 持続可能な社会づくり対する興味 ・ 関心を喚起する一連の取り

組みを 「サステナビリティ・プロモーショ ン・マラソン」 と称して、当該分野の研究・教育

をより一層推進するねらいです。さらには 、 この取組を特に強化する期間 を「サステナ

ビリティ・ウィーク」と名付け、集中的に行事を展開いたします。

　そのスタートとして実施した「サスナビリティ・ウィーク２００７ 」 （ 2007 年10 月20 日～30日）では、

市民向けシンポジウムにて本学の研究成果を公開し、市民の方々と語り合うことにより

「持続可能性 」 に関する認識を共有することができま した。

　また、G8 サミット 開催直前の 2008 年6月下旬には、「  は、「

－Ｇ８サミットラウンド」        と称し、          国内外の大学や国際機関などと連携して、 関連の行事

を集中的に実施します。

　これら一連の行事を通じて、研究者・ 教育関係者・学生 ・ 市民が互いに情報共有や議

論を行うことで、 G8 サミット 開催に向けて持続可能な社会の実現への気運が高まると共

に、今後、その実現に向けて更なる道筋が開かれることとなれば幸いです。

2007年12月

北海道大学

総長　佐伯　浩

サステナビリティ ・ ウィーク２００８



サステナビリティ・ウィーク2008とは？

「持続可能な社会」の実現に貢献する研究と教育を推進させるために、北海道大学が
主催する事業で、正式名称を「サステナビリティ・ウィーク 2008-G8サミットラウンド
　Sustainability Weeks 2008 ‒G8 Summit Round」といいます。これは、地球環境問題を
話し合う「G8北海道洞爺湖サミット」に先駆けて、6月下旬から７月上旬に開催する、
いわば、「持続可能な社会づくりに向けた研究・教育の推進強化週間」です。この期間に
は、20以上の国際シンポジウムや市民向け講座などを集中的に開催し、研究や教育に励
む世界の人々が、持続可能な社会の実現を目指して叡智を結集させる機会を提供します。
また、これまで北海道大学が取り組んできた研究・教育の成果を広く公開することを通
じて社会貢献を行います。これらサステナビリティ・ウィーク2008 の事業を通じて北海
道大学は、ここに集う個人や機関と連携を深め、未来への一歩を踏み出します。

サステナビリティ・ウィークの歩み
北海道大学は2005年に「持続可能な開発」国際戦略本部を設置し、「持続可能な開
発」の実現に資する研究と教育とを加速させました。
当本部の企画により2006年には、およそ1000人の参加者を集めて “北海道大学　
『持続可能な発展』　国際シンポジウム”を開催しましたところ、参加者から継続的
な実施の提案がありました。
これを受け2007年から、「サステナビリティ・ウィーク」と名付けた事業を開催し、
「持続可能な開発」領域の研究と教育を強化する期間を設定することにしました。
「サステナビリティ・ウィーク2007」は2007年10月20日～31日に行い、この中では
３つの市民講座、２つの国際シンポジウム、新研究棟の開所式を開催し、延べ800人
以上の参加がありました。

サステナビリティ・プロモーション・マラソンとは？

2007年9月から「G8北海道洞爺湖サミット」が開催される2008年7月まで北海道大学が主
催する事業で、正式名称を「サステナビリティ  リサーチ  アンド  エデュケーション  プロモー
ション  マラソン 　Sustainability Research and Education Promotion Marathon」といい
ます。これはいわば「持続可能な社会づくりに向けた研究・教育推進キャンペーン」であり、
キャンペーン期間中には30以上の環境関連分野のシンポジウムや市民講座を継続的に開催
します。これらの開催によって、研究者・教育従事者・市民・学生に議論と情報発信の機会を
提供し、持続可能な社会づくり（サステナビリティ）への関心と行動を長期にわたって喚
起していきます。
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北海道大学
サステナビリティ・ウィーク
2008-G8サミットラウンド
2008年6月23日（月）～7月11日（金）

北海道大学 サステナビリティ・ウィーク準備事務室
〒060-0808 札幌市北区北8条西5丁目   TEL :011-706-2093   FAX:011-706-4796   E-mail:office2@sustain.hokudai.ac.jp

■詳しい情報はウェブサイトで公開しています。  http://sw2008.jphttp://sw2008.jp

北海道大学は、G8北海道洞爺湖サミットに合わせ“サステナビリティ・ウィーク”を設定し、
持続可能な社会の実現に向けて、シンポジウムや講演会などを集中的に開催します。

世界中から研究者や教育関係者、学生や市民が集まり叡智を結集させ、
ここから未来への一歩を踏み出します。
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専市　民
これらのマークは各行事の主な対象者を表しています。
市 大学生大 高校生 中学生高 中
小学生

気候・環境変動

小 教育関係者教

6.28（土） 13:00－16:0033 市 専

□□□□□□ 
ⓐ：□□□□□
ⓑ：□□□□□
ⓒ：□□□□□
ⓓ：□□□□□
ⓔ：□□□□□

［凡例］ 日時

行事
概要
会場
申込み
URL

問い合わせ

サステナビリティ・ウィーク2008の行事
「持続可能な社会づくり」に関心のある皆さまの参加をお待ちしております。

専門家（大学院生や研究者など）

■詳しい情報はウェブサイトで公開しています。 北海道大学公式ウェブサイト  http://sw2008.jp

5.17（土） 13:00－16:301 市 専 大

先住民族であり女性であること：
自律と共生のジェンダー史  
ⓐ：持続可能な社会を作る上で欠かせない男女間の平
等について、アメリカ先住民やアイヌの事例を交えつ
つ、女性の実状と問題点について議論します。

ⓑ：人文社会科学総合教育研究棟W103 
ⓒ：不要（無料）
ⓓ： http://sw2008.jp/marathon/img/gender0517.pdf
ⓔ：TEL:011-706-4085, june@let.hokudai.ac.jp

2
G8サミット記念日露青年交流企画　
環境が結ぶ隣国－ロシア青年使節団との対話。
ⓐ：洞爺湖サミットを前にして日本に招待されたロシアの
青年エリート50名とともに、日本の環境研究の最先
端の成果を聞きます。それを受けて、報告者、ロシア
側、日本側参加者が自由に討論します。

ⓑ：学術交流会館　
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://src-h.slav.hokudai.ac.jp/jp/seminors/archive/conf2008.html#5-22
ⓔ：TEL 011-706-2388, FAX:011-706-4952

3
第31回サイエンス・カフェ札幌「君がいなくちゃ
だめなんだ～円山動物園と考える生物多様性～」
ⓐ：札幌市円山動物園で実施する、オオワシを繁殖させ
野性に返すプロジェクトについて鷹匠から話をうかが
い、希少動物を保護していくことの大切さについても
考えます。

ⓑ：Sapporo55ビル  1階インナーガーデン
　 （紀伊國屋書店札幌本店正面入口前）
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://costep.hucc.hokudai.ac.jp/sw2008
ⓔ：TEL:011-706-3276, office@costep.hucc.hokudai.ac.jp

5.24（土） 14:00－15:30市 高大

4
第３回全国大学発ベンチャー北海道フォーラム
〈大学発ベンチャーの環境イノベーション〉  
ⓐ：独創的な環境技術やビジネスモデルで事業を展開す
る大学発ベンチャーの環境貢献や成長戦略につい
て、ベンチャー経営者、日本ベンチャーキャピタル協
会会長、読売新聞科学部長などが議論します。

ⓑ：クラーク会館
ⓒ：不要（無料）
ⓓ： http://www.hkd.meti.go.jp/hokid/bmcontest2/index.htm
ⓔ：TEL:011-706-2959, k-sato@cast.hokudai.ac.jp

5.27（火） 市 専 大

5
サステナビリティ・ウィーク2008直前特別企画　未来の
ためにできること～ヒトと社会と地球の“つながり”を考える～ 
ⓐ：南極の氷の調査を通じて地球環境の変化を見つめてき
た北海道大学副学長と、環境教育の担い手が、「サステ
ナビリティ」という言葉を紐解きながら、環境のために今
できることを考えます。

ⓑ：Sapporo55ビル  1階インナーガーデン
　 （紀伊國屋書店札幌本店正面入口前）
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://sw2008.jp/weeks/pre
ⓔ：TEL:011-706-2093, office2@sustain.hokudai.ac.jp

6.6（金） 17:30ー19:00市 大 高

6.15（日） 10:00－17:008 市 専 大

5.22（木） 10:00－12:30
市 専 大

外来生物問題における人文・社会科学的課題 
ⓐ：クワガタ類やアライグマといった外来生物による重大
な環境問題を解決するのに欠かせない社会的合意
形成や今後の対策のあり方について、人文・社会科
学的な側面から議論します。

ⓑ：学術交流会館 
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://www.hokudai.ac.jp/letters
ⓔ：TEL:011-706-4163, tikeda@let.hokudai.ac.jp

9
国際「ナノトキシコロジーアセスと微粒子・ナノチュー
ブのバイオ・環境応用」シンポジウム （ISNT2008） 
ⓐ：カーボンナノチューブ、光触媒、生体模倣ナノコンポジ
ットなどのナノテクノロジーをバイオ医療に応用した
際のDNA、細胞、組織レベルでの生体反応性や安全
性について議論します。

ⓑ：学術交流会館
ⓒ：必要（有料）
ⓓ：http://sw2008.jp/nano 
ⓔ：TEL:011-706-4251, nano@den.hokudai.ac.jp

6.16（月）～17（火） 

10
急変する極地－研究の最前線と次世代研究者
の育成－  
ⓐ：南極や北極といった雪氷が広がる寒冷な地域を調査
している研究者が、豊富な映像を使い、今起きている
地球規模の環境変化の様子、考えられる原因、将来
の問題点を解説します。

ⓑ：札幌ドーム（環境総合展2008）
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://wwwearth.ees.hokudai.ac.jp/IAI
ⓔ：FAX:011-706-7142, iai@lowtem.hokudai.ac.jp

11

大専 ※英語（通訳なし）

6.19（木） 15:00ー17:00市 大 高

13
サステナビリティ・ウィーク2008 オープニング
シンポジウム「持続可能な低炭素社会を求めて」 
ⓐ：「未来の世代のために今できること」を、自然科学や
社会改革、技術革新といった様々な角度から話し合
う“サステナビリティ・ウィーク2008”の開幕です。 

ⓑ：学術交流会館
ⓒ：必要（無料）
ⓓ：http://sw2008.jp/opening
ⓔ：TEL:011-706-2093, office2@sustain.hokudai.ac.jp

14
持続可能な低炭素社会づくりへの挑戦
～社会改革と技術革新の相乗効果を求めて～  
ⓐ：社会システムの再編成を追求する「公共政策学」と技
術的解決を追求する「工学」が、持続可能な低炭素社
会への移行を加速させるため、いかにして相乗効果
を発揮できるか議論します。

ⓑ：学術交流会館 
ⓒ：必要（無料）
ⓓ：http://sw2008.jp/carbon
ⓔ：TEL:011-706-2093, office2@sustain.hokudai.ac.jp

6.24 （火） 9:00－17:30

15
地球温暖化による劇変を解明する 
ⓐ：IPCC第４次報告書に含まれる不確実性を乗り越え、
より正確な将来の気温や海面上昇率、海氷退行を予
測すべく、若手とベテランの研究者が、議論を通じて
地球温暖化の解明を試みます。

ⓑ：学術交流会館 
ⓒ：必要（無料）
ⓓ：http://ees.hokudai.ac.jp/coe21/dc2008/index.htm
ⓔ：TEL:011-706-2093, office2@sustain.hokudai.ac.jp

大専 ※英語（通訳あり）

大

6.23（月） 9:00－18:00
※英語（通訳あり）

日本語、ロシア語（通訳あり）

専 大

※英語（通訳あり）
6.24（火） 9:30ー17:10

大専

知的革命、技術革新、社会変革 自然史、生物多様性、自然保護 食料、水、衛生、健康 教育、人材育成、啓発 人権、文化、平和

7
洞爺湖環境フォーラム 
ⓐ：噴火による天然災害や水力発電所建設による人的災
害によって影響を受けてきた洞爺湖と周辺環境の過
去・現在・未来について、洞爺湖町・北海道・環境省お
よび大学の関係者が集まり議論します。

ⓑ：洞爺総合センター（洞爺町132番地・TEL:0142-82-5111）
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://congress.coop.hokudai.ac.jp/lake-toya
ⓔ：TEL:011-706-2598, hueda@fsc.hokudai.ac.jp

6.14（土） 13:00－17:00市 専 12
持続可能なアジアに向けた
高等教育国際シンポジウム 
ⓐ：環境人材を育成しているアジア太平洋地域の大学・
大学院関係者がカリキュラムや教材などの知見を共
有するとともに、大学と企業ならびにNGOとの連携に
よる人材育成の可能性について意見を交わします。

ⓑ：札幌ドーム（環境総合展2008）
ⓒ：必要（無料）
ⓓ：http://sw2008.jp/weeks/ELIAS
ⓔ：TEL:011-706-2093, office2@sustain.hokudai.ac.jp

6.21（土） 13:00－16:30市 専 大

6
JSTさきがけ研究集会
環境問題における数理の可能性 
ⓐ：環境問題に対する数理的なアプローチの様々な可能性
について、国内外の数理科学や環境学分野の研究者に
よる研究発表やポスターセッションなどを行います。

ⓑ：理学部8号館309室
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://www.math.sci.hokudai.ac.jp/sympo/080611/index.html
ⓔ：TEL:011-706-2636, cri@math.sci.hokudai.ac.jp

※英語（通訳なし） 6.11（水）～13（金）専
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北海道とロシア極東地域の持続可能な開発に
向けた環境フォーラム 
ⓐ：ロシア極東地域と北海道から、自然科学と社会科学
の研究者に加え、環境行政担当者が集結し、オホー
ツク海とその沿岸の環境問題について、将来の協力
のあり方を協議します。

ⓑ：札幌ドーム（環境総合展2008）
ⓒ：必要（無料）
ⓓ：http://sw2008.jp/forum
ⓔ：TEL:011-706-2093, office2@sustain.hokudai.ac.jp

※日露通訳あり
6.19（木） 13:00－17:00

市 専 大



16

17

18

冷戦史と北東アジア
－新しい資料と視点－ 
ⓐ：このシンポジウムでは、世界規模で収集された新しい

資料と地域間比較の視角を用いて、「冷戦の終わり」の
意味を、様々な論点から問い直します。

ⓑ：学術交流会館
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://src-h.slav.hokudai.ac.jp
ⓔ：TEL:011-706-4809, ses-coe@slav.hokudai.ac.jp

6.26（木）～27（金） 9:00－18:00
※英語（通訳なし）専 大

19

新・自然史科学創成：
自然界における多様性の起源と進化
ⓐ：「地球の歴史」と「生物の進化」とは互いにどのような影

響を及ぼしているのかについて探求する、北海道大学
発の新しい学問「新・自然史科学」の魅力を紹介しま
す。

ⓑ：総合博物館
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://nature.sci.hokudai.ac.jp/symposium/sw2008/program.html
ⓔ：FAX:011-706-4851, horig@sci.hokudai.ac.jp

6.27（金） 10:00－15:30専市 大

20

21

22

24

25

燃料電池－地球にやさしいクリーンエネルギー
ⓐ：地球にやさしいエネルギーとして期待されている「燃料

電池」に関する実験講座です。実験を通じて、発電機構
や機能性、エネルギー効率などについての基礎を学び
ます。

ⓑ：高等教育機能開発総合センター  自然科学実験（物理第2実験室）
ⓒ：必要（無料）
ⓓ：http://gelens.high.hokudai.ac.jp/class2008/lec0806.pdf
ⓔ：FAX: 011-706-5288 , webmaster@gelens.high.hokudai.ac.jp

6.28（土） 13:30－15:30

26

27

28

G8大学サミット  
ⓐ：北海道洞爺湖サミットの開催を機に、世界の主要大学

の学長等が集まり、持続可能な社会の実現にむけてア
カデミアからの提言を行います。

ⓒ：会場の座席に限りがあるため、一般の方の入場はご遠
慮いただいております。

ⓓ：http://www.g8u-summit.jp（準備中）
ⓔ：TEL:011-706-2916, kokuryu＠general.hokudai.ac.jp
※北海道大学を含む国内外37大学が参加

6.29（日）～7.1（火）

国際会議「持続可能な農業と環境」 
ⓐ：大型機械を石油で動かして肥料や農薬、水を大量に投

入することで発展した近代農業を見直し、食糧や繊維、
バイオエネルギーを持続的に生産する新たなシステム
について議論します。

ⓑ：学術交流会館
ⓒ：必要（有料）
ⓓ：http://www.agr.hokudai.ac.jp/ICSA08/framepage1.html
ⓔ：TEL:011-706-4170, icsa08@chem.agr.hokudai.ac.jp

※英語（通訳なし）
7.2（水）～6（日） 9:00－18:00

専 大

29

30

31

32

33

環境と健康:変動する地球環境と人の暮らし 
ⓐ：地球温暖化や環境汚染による「自然環境の変化」と、24

時間化による「社会環境の変化」との両面から、健康へ
の影響を検討すると共に、真に豊かな自然と生活を取
り戻す方策を提案します。

ⓑ：学術交流会館
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://sw2008.jp/life.html　
ⓔ：TEL:011-706-6058, sathonma@med.hokudai.ac.jp

地域の繁盛は文化から～
文化と地域の持続的経営を求めて
ⓐ：ミュージアムやホールなどを地域で展開するとき、地域

からの協力をいかに拡げるかという課題に直面します。
文化施設を持続的に維持・発展させるための経営手法
を道内事例から検証します。

ⓑ：クラーク会館
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://www.jace.gr.jp/taikai_ronbun.html
ⓔ：TEL:011-706-3067, sasaki@let.hokudai.ac.jp

7.3（木）13:00－18:30、
7.4（金） 9:30－16:30

※一部英語（通訳なし）専市 大

7.5（土） 14:00－16:30専市 大

持続可能な社会をつくる教科教育 in 北海道  
ⓐ：持続可能な社会をつくる教科教育を北海道の学校で

さらに豊かに展開するには何をすべきか。私たちには
何ができるのか。北海道の教育実践や世界の教育動
向をパネリストから紹介してもらい、フロアと一緒に討
論を進めていきます。

ⓑ：人文・社会科学総合教育研究棟（4階）
ⓒ：必要（無料）
ⓓ：http://sw2008.jp/weeks/education
ⓔ：TEL&FAX: 011-706-3100, seess629@edu.hokudai.ac.jp

アイヌ研究の現在と未来：第１部  
ⓐ：これまでのアイヌ民族に関する研究の歴史を振り返り

ながら、将来のあるべき研究の姿を展望します。本シン
ポジウムは、その第一回として、歴史学・考古学・言語学
に焦点を当てます。

ⓑ：学術交流会館
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://www.cais.hokudai.ac.jp（準備中）
ⓔ：TEL&FAX:011-706-2859, ainu@let.hokudai.ac.jp

6.29（日） 13:00－18:00専 教大

市 6.29（日）

第32回サイエンス・カフェ札幌「ここまでわかった！
地球温暖化による劇変」 
ⓐ：北海道洞爺湖サミットを機に札幌で開かれる気候変動

に関する国際シンポジウムに出席する専門家をゲスト
に迎え、地球温暖化の最新の研究成果について市民の
皆さんとお話しします。

ⓑ：Sapporo55ビル  1階インナーガーデン
　 （紀伊國屋書店札幌本店正面入口前）
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://costep.hucc.hokudai.ac.jp/sw2008
ⓔ：TEL:011-706-3276, office@costep.hucc.hokudai.ac.jp

6.28（土）14:00－15:30市 高大

地球温暖化～科学者からのメッセージ
ⓐ：日本の科学コミュニティーが地球温暖化によって引き

起こされる問題について報告し、「今何をすべきか」に
ついて市民とともに考えます。

ⓑ：学術交流会館　
ⓒ：必要（無料）
ⓓ：http://www.scj.go.jp/ja/event
ⓔ：FAX: 03-3403-6224, p228@scj.go.jp

6.25（水） 13:30－16:30

分類学が帰ってきた！
母なる地球をよりよく理解するために  
ⓐ：世界中で生物多様性の研究が行われているにもかか

わらず、「地球上の生物はどのくらい多様なのか？」とい
う単純な質問に答えられない研究界の現状を分析し、
対策を考えます。

ⓑ：総合博物館
ⓒ：必要（無料）
ⓓ：http://museum-sv.museum.hokudai.ac.jp/activity/seminar
ⓔ：TEL:011-706-2750, shunfm@sci.hokudai.ac.jp

※英語（通訳なし）
※日本語

※日本語、英語（通訳あり）

6.28（土） 13:00－17:00
6.29（日） 10:00－15:00

大専市

生態系保全のための環境モニタリング  
ⓐ：近年、全世界的な異常気象が地球の生態系に異変を

もたらしています。地球の異変の現状とその仕組みに
ついて理解を深めるため、南極、熱帯、温帯での大気や
気象・水文などについて、最新の観測研究成果が報告
されます。

ⓑ：学術交流会館
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://www.ees.hokudai.ac.jp/coe21/dc2008/index.htm
ⓔ：TEL:011-706-2200, iwakuma@ees.hokudai.ac.jp

市 専 大 ※英語（通訳あり）
6.25（水） 12:00－17:30

農と医の連携をめざして　～食と健康の基は？～ 
ⓐ：「食」と「健康」という、私たちにとって最も身近な問題を

考える際、故（ふる）きを訪ね、新たに「農医連携」という
知見を確立する視点が必要でしょう。このことについて
考えてみます。

ⓑ：Sapporo55ビル  1階インナーガーデン 
　 （紀伊國屋書店札幌本店正面入口前）
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://www.sgp.hokudai.ac.jp/SGP.html
ⓔ：TEL:011-706-4530, jimu@sgp.hokudai.ac.jp 

7.2（水） 18:00－19:30市

2008年マルチメディア信号処理に関する国際
ワークショップ－低電力・サステナビリティシステ
ムのための次世代信号処理－ 
ⓐ：ブロードバンドネットワーク、高速無線LAN、モバイルシステ

ム（極低消費電力システム）などによる高品位で高効率な
マルチメディア情報通信の実現に関する国際会議。

ⓑ：情報科学研究科  大会議室（11階17号室） 
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://www.gcoe.ist.hokudai.ac.jp/index.php?ml_lang=en
ⓔ：TEL: 011-706-6489, miya@ist.hokudai.ac.jp

6.24（火） 10:00－17:00
※英語（通訳なし）大専

市

海洋生態系と水産食資源のサステナビリティ科学
－明日の水産食資源と海洋生態系を守るために－ 
ⓐ：増え続ける世界人口を養うためには、陸だけでなく海

からも食料を得ることが重要です。未来の子どもも水産
資源を充分利用できるよう、海洋の生態系を意識した
新しい水産資源管理方法を提案します。

ⓑ：学術交流会館
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://sw2008.jp/fish
ⓔ：TEL:0138-40-5605, FAX:0138-40-5605

6.28（土） 9:00－17:00市 高大23

市 高

北海道大学におけるエスコ事業及びゴミ減量の
紹介 
ⓐ：本学の「環境方針」の理念と基本方針に基づき，持続的

な環境配慮活動を推進する上で，「北海道大学環境負
荷低減対策」の一環として実施しているエスコ事業及
びゴミ減量についてパネルやリーフレットを用いて紹
介する。

ⓑ：学術交流会館
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：― 
ⓔ：TEL:011-706-3193, 011-706-2078, h-kacho@facility.hokudai.ac.jp

6.28（土）～29（日）  9:00～17:00 専市 大

陸域システム変化の動態と経路 
ⓐ：土地の利用方法の違いによって、土壌成分や地盤、水

系や生態系といった陸域の環境が過去から現在にか
けて受けた影響を解明することで、陸域環境の将来予
測と環境劣化の回避に挑みます。

ⓑ：学術交流会館
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://www.ees.hokudai.ac.jp/coe21/dc2008/index.htm
ⓔ：TEL:011-706-2260, kohyama@ees.hokudai.ac.jp

6.25（水） 9:00－17:00
※英語（通訳なし）専 大
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※一部英語（通訳なし）
7.7（月） 9:00－17:00

専

国際シンポジウム「市民がつくる和解と平和―東アジアと
ヨーロッパにおける持続可能な平和と市民社会の役割」 
ⓐ：過去の戦争や植民地支配によって、歴史に残された
「傷」。それを癒す作業が和解です。このシンポジウム
では海外の著名なゲストと共に、和解と平和をつくる
ために市民が持つ力について考えていきます。

ⓑ：札幌エルプラザ・ホール 
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://sw2008.jp/reconciliation
ⓔ：TEL:011-706-4082, odahiroshi@hotmail.com

※一部英語（通訳あり）専市 大
7.9（水） 10:00－21:00

35

36

触媒サミット－触媒は地球維持のキーテクノロジー  
ⓐ：世界の触媒研究機関の代表者が集まり、環境技術
やエネルギー技術の革新的発展に欠かせない「触
媒」を中核とする新たな環境政策や国際協調枠組み
について、G8など主要国に向け提言します。

ⓑ：学術交流会館
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://www.cat.hokudai.ac.jp/ueda/summit/index.htm
ⓔ：TEL:011-706-9164, ueda@cat.hokudai.ac.jp

37

水と衛生
ⓐ：2008年は国連の国際衛生年です。不衛生な水が原
因となって年間に220万人の乳幼児が死亡している
現状を打破すべく、公衆衛生の政策側面と工学的側
面から、地球環境に応じた公衆衛生システムのあり
方を議論します。

ⓑ：学術交流会館
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：準備中
ⓔ：TEL:011-706-6270, funamizu@eng.hokudai.ac.jp

※英語（通訳なし）
7.6（日） 9:00－13:00

専

40

41

48

49

サステナビリティ・ウィーク2008
クロージングシンポジウム 
ⓐ：サステナビリティ・ウィークの結果を共有するとともに、成
果の一つとしてこれから本格的に展開する「持続可能性」
分野における事業の計画を発表します。

ⓑ：クラーク会館（予定） 
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：準備中
ⓔ：TEL:011-706-2093, office2@sustain.hokudai.ac.jp

7.11（金） 14:00～16:30 （予定） 市 専 大

2008.6.13現在

42

博物館展示／大学の知をすべての人々に！  
ⓐ：130余年の歴史の中で北海道大学の研究者たちが
挑んだ多種多彩な研究成果や収集した研究資料
を、世界の人々に楽しんでもらうために、バージョン
アップした展示公開を行います。

ⓑ：総合博物館
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://museum-sv.museum.hokudai.ac.jp
ⓔ：TEL:011-706-2658, museum-jimu＠museum.hokudai.ac.jp

6.15（日）～7.31（木） 9:30－16:30専～小43

博物館展示　洞爺湖・有珠火山地域の環境と資源  
ⓐ：G8北海道洞爺湖サミットが開催される地域は、過去に様々
な人間活動が展開されてきた場所です。そこに広がる生態
系、水、火山、地質といった「自然環境」や、鉱物、エネルギ
ー、食糧といった多様な「資源」に加え、「自然災害」等が人
間の文化や歴史を培い、深く関わってきた姿を展示します。

ⓑ：総合博物館  3階企画展示室
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://museum-sv.museum.hokudai.ac.jp
ⓔ：TEL:011-706-2658, museum-jimu＠museum.hokudai.ac.jp

6.17（火）～8.30（土）
9:30－16:30

専～小44

45

46

フォトサミット「水の惑星/Planet Aqua」写真展
ⓐ：安全な水、汚染された水、怒りの水、気持ちを和ませ
る水、清らかな水、楽しみの水。2008年の時点で様々
な表情を見せる水をドイツ人写真家達と写真で表現
します。

ⓑ：ファカルティハウス「エンレイソウ」ギャラリー
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：ー
ⓔ：TEL:0144-33-2171, photocl@jimu.hokudai.ac.jp
　

47

39

女性科学者の持続的キャリア形成を目指して 
～理系分野における男女共同参画とワークラ
イフバランスをめぐる環境～ 
ⓐ：出産や子育て、介護等の人生の節目にあっても、女
性研究者が将来展望を持って研究に取り組める環
境を整備すべく、男女共同参画やワークライフバラン
スの観点から議論します。

ⓑ：百年記念会館、ファカルティハウス「エンレイソウ」
ⓒ：必要（無料）
ⓓ：http://freshu.ist.hokudai.ac.jp/english/sw_2008.html
ⓔ：TEL:011-706-3625, freshu@jimu.hokudai.ac.jp

※英語（通訳なし）7.10（木）～12（土） 9:00－17:00

6.23（月）～7.11（金）
9:00－20:00（土日休館）

専

38

持続可能な発展のための社会的包摂戦略 
ⓐ：利益最優先の経済政策をやめ、貧困や差別といった
社会的な排除構造を解決して人間の尊厳の確保を
目指す「社会的包摂」戦略という、新たな政策展開の
将来について、この分野で先駆的な成果を上げてい
るヨーロッパの実務家、研究者を招いて議論します。

ⓑ：クラーク会館
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：http://www.csdemocracy.com (6月以降)
ⓔ：TEL:011-706-3798, globalg@juris.hokudai.ac.jp

※英語（通訳あり）

＊こちらの行事は都合により中止となりました。大変申し訳ありません。

7.10（木） 9:00－17:00専 大

君と一緒に考える：人類と地球の健康
ⓐ：我が国の平均寿命は82歳、世界では35歳の国もあ
ります。この健康格差は不衛生な水や感染症による
ところが大きい。この現状と将来、そして、あなたので
きることを私たちと一緒に考えるということを企画し
ています。

ⓑ：学術交流会館
ⓒ：必要（無料）
ⓓ：http://ghe.med.hokudai.ac.jp/ghentd
ⓔ：FAX:011-706-7374, ghentd@ghe.med.hokudai.ac.jp

7.5（土）13:30－16:30高大

国際学生サミット　「UNI. SUMMIT2008」
ⓐ：洞爺湖サミットにあわせて、国際学生サミットを開催
します。全国で活動している学生達を集め、ブースに
よる活動紹介とディスカッションにより意見交換を行
います。

ⓑ：6.28（土）：理学部 5号館講堂, 6.29（日）：クラーク会館
ⓒ：不要（無料）
ⓓ： http://circle.cc.hokudai.ac.jp/unisummit08/
ⓔ：unisummit2008@gmail.com

札幌おもてなし隊
ⓐ：おもてなしを通して、来客者と市民を結び、互いの文
化に触れる学生ならではの企画づくりをしています。
札幌駅・大通公園・狸小路商店街でのおもてなしプロ
ジェクトを通して、札幌の魅力を効果的に伝えます。

ⓑ：札幌駅、大通公園、狸小路
ⓒ：不要（無料）
ⓓ：－
ⓔ：omotenashi08@yahoo.co.jp

DNAダブルへリックスの向こうに～Disease 
free 社会実現に向けた生命科学研究の動向～
ⓐ：世界の第一線の生命科学をリードする元大阪大学総長
である岸本忠三教授ならびにハーバード大学教授であ
るLewis Cantley博士をお招きし、ワトソンとクリックらの
DNA ダブルヘリックスの発見を超える21世紀に向けた
生命科学の動向について議論していただきます。

ⓑ：遺伝子病制御研究所 
ⓒ：不要 （無料）
ⓓ：http://sw2008.jp/doublehelix　
ⓔ：TEL:011-706-5070, doublehelix@igm.hokudai.ac.jp

平成20年度北海道大学公開講座　持続可能な
社会と北海道発見－地球環境と私たちのくらし－
ⓐ：温暖化が北海道の私達のくらしにどのように関連してい
るか。環境と人間との関係を考える上で北海道という地
域はどのような可能性をもっているのかを考えます。

ⓑ：情報教育館  3階スタジオ型多目的中講義室 
ⓒ：必要（有料）
ⓓ：http://www.hokudai.ac.jp/bureau/gakumu/koukai20.html#1
ⓔ：TEL:011-706-5252, FAX:011-706-7854

※英語（通訳なし）7.11（金） 13:45ー16:00専 大 7.3（木）～31（木） 
[7.21（月）を除く月・木曜日8日間]    18:30-20:30

市

国際シンポジウム　センチネル・アース
－地球環境の見張り人－ 
ⓐ：衛星観測とフィールド観測のデータを使い全地球規
模の環境予測を行うと共に、予測結果に応じて素早
く北極から熱帯地域までの環境をコントロールする
「地球環境の見張り人」の方策を探ります。
ⓑ：学術交流会館、クラーク会館
ⓒ：必要（無料）
ⓓ：http://sw2008.jp/SEarth
ⓔ：TEL:011-706-6784, hhaya@eng.hokudai.ac.jp

※英語（通訳なし）
   （同時開催の市民講座は小学生高学年以上 ※日本語）

7.5（土）～7（月） 9:00－17:00専

英語（通訳あり）
6.28（土）～29（日） 10:00～16:00（予定）

大

英語（通訳あり）7月初旬 [7.9（水）まで] 市

ロ
ン
グ
開
催
イ
ベ
ン
ト

学
生
主
催
イ
ベ
ン
ト

6.30（月）～7.11（金）専市

市民メディアセンター札幌  
ⓐ：メディア・コミュニケーション研究院は、市民メディア
センター札幌準備会と協力して、市民の活動や意見
を情報発信する市民メディアセンターを開設します。

ⓑ：クラーク会館
ⓒ：必要（無料）
ⓓ：http://imc-sapporo.blogspot.com
ⓔ：TEL:011-807-7975,  IMCsapporo＠gmail.com

ラジオ番組
50 5.31（土）・6.21（土）・7.19（土） 

17:00－18:00
市～小

「かがく探検隊コーステップ」サステナビリティ特集  
ⓐ：札幌市民の楽しみである科学ラジオ番組で、「持続可能
な社会づくり」－サステナビリティに関する特集をお送り
します。
チャンネル：札幌市西区のコミュニティFM局（三角山放
送局）76.2MHZ、およびポッドキャスティング（インターネ
ットラジオ）

ⓒ：不要
ⓓ：http://costep.hucc.hokudai.ac.jp/sw2008
ⓔ：TEL:011-706-3276, office@costep.hucc.hokudai.ac.jp

専～小

ロ
ン
グ
開
催
イ
ベ
ン
ト
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札幌ドーム●O

■ 6.14（土）
洞爺総合センター●P

6
48

40 ■ 7月初旬［7.9（水）まで］
札幌駅、大通公園、狸小路●N

49

38

3
5

24
30

10
11
12

21
26
43
44

1
27

■ 7.10（木）～7.12（土） 
■ 6.23（月）～7.11（金）

ファカルティハウス
「エンレイソウ」
●E

40
45

■ 7.11（金）
遺伝子病制御研究所●D

41

7

■ 6.24（火）
情報科学研究科●C

16

■ 7.3（木）～7.31（木）
情報教育館●B

47

■ 6.28（土）

高等教育機能開発
総合センター

●A

22

■ 5.22（木）
■ 6.15（日）
■ 6.16（月）～6.17（火）
■ 6.23（月）
■ 6.24（火）
■ 6.24（火）
■ 6.25（水）
■ 6.25（水）
■ 6.25（水）
■ 6.26（木）～6.27（金）
■ 6.28（土）
■ 6.28（土）～6.29（日）
■ 6.29（日）
■ 7.2（水）～7.6（日）
■ 7.3（木）～7.4（金）
■ 7.5（土）
■ 7.5（土）～7.7（月）
■ 7.6（日）
■ 7.7（月）

学術交流会館●K
2
8
9

13
14
15
17
18
19
20
23
25
28
31
32
34
35
36
37

■ 5.27（火）
■ 7.5（土）
■ 7.5（土）～7.7（月）
■ 7.10（木）
■ 7.11（金）
■ 6.30（月）～7.11（金）
■ 6.29（日）

クラーク会館●J
4

33
35
39
42
46
48

福住駅

地下鉄東豊線
国道36号線

羊ヶ丘通

イトー
ヨーカドー 札幌ドーム●O

至
麻
生

●N

●N
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開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
「未来の世代のために今できること」を、自然科学や社会改革、技術革新といった
様々な角度から話し合う“サステナビリティ・ウィーク2008”の開幕です。

講演資料
・こちらから講演資料(計9ファイル) をダウンロードいただけます
※HUCAPへのリンク
http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/handle/2115/34472

2008年6月22日（日）  17:00-18:30 

サステナビリティ・ウィーク2008 ウェルカムパーティー

北海道大学サミット関連行事企画本部実行委員会

百年記念会館 大会議室
http://sustain.oia.hokudai.ac.jp/sw2008.jp/welcome/

TEL : 011-706-8031, sw2@oia.hokudai.ac.jp

2008年 6月23日（月）  9:00-18:00

サステナビリティ・ウィーク2008 オープニングシンポジウム
「持続可能な低炭素社会を求めて」

北海道大学サミット関連行事企画本部実行委員会

学術交流会館
http://sustain.oia.hokudai.ac.jp/sw2008.jp/opening/

TEL : 011-706-8031, sw2@oia.hokudai.ac.jp
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開催期間

行事名

主催者

会場

URL

問い合わせ先

開催期間

行事名

主催者
会場
URL

問い合わせ先

概要
社会システムの再編成を追求する「公共政策学」と技術的解決を追求する「工学」
が、持続可能な低炭素社会への移行を加速させるため、いかにして相乗効果を発揮
できるか議論します。

講演資料
・こちらから講演資料(計5ファイル)をダウンロードいただけます
※HUCAPへのリンク
http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/handle/2115/34483

2008年6月23日（月） 19:00-20:30 

サステナビリティ・ウィーク2008 レセプション

北海道大学

京王プラザホテル札幌 B1プラザホール 
札幌市中央区北5条西7丁目2-1

http://sustain.oia.hokudai.ac.jp/sw2008/reception/

TEL : 011-706-8031, sw2@oia.hokudai.ac.jp

2008年6月24日（火）  9:00-18:00 

持続可能な低炭素社会づくりへの挑戦 ～社会改革と技術革新の
相乗効果を求めて～

「持続可能な開発」国際戦略本部,工学研究科,公共政策大学院
学術交流会館 第1会議室
http://sustain.oia.hokudai.ac.jp/sw2008/carbon/

TEL : 011-706-8031, sw2@oia.hokudai.ac.jp

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008
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開催期間

行事名

主催者

会場

問い合わせ先

概要
IPCC第４次報告書に含まれる不確実性を乗り越え、より正確な将来の気温や海面上
昇率、海氷退行を予測すべく、若手とベテランの研究者が、議論を通じて地球温暖化
の解明を試みます。

URL http://www.ees.hokudai.ac.jp/coe21/dc2008/index.htm

講演資料 1.海面上昇は本当に海水の熱膨張が主な原因か
発表者 : John Church 氏 http://hdl.handle.net/2115/34391
モデレータ：池田元美教授 http://hdl.handle.net/2115/34390
2.南極大陸などの氷床はどのくらい崩壊するか
発表者：大村纂教授 http://hdl.handle.net/2115/34392
モデレータ：Ralf Greve 教授 http://hdl.handle.net/2115/34393
3.北極海の海氷はいつなくなるか
発表者：Wieslaw Maslowski 教授 http://hdl.handle.net/2115/34395
モデレータ：池田元美教授 http://hdl.handle.net/2115/34394
4.森林はいつまで二酸化炭素を吸収するか
発表者：伊藤昭彦氏 http://hdl.handle.net/2115/34396
モデレータ：原登志彦教授 http://hdl.handle.net/2115/34397
5.海洋は本当に安定した二酸化炭素吸収源か
発表者：河宮未知生氏 http://hdl.handle.net/2115/34398
モデレータ：渡辺豊准教授 http://hdl.handle.net/2115/34399

2008年6月24日（火）  9:30-17:30 

地球温暖化による劇変を解明する

「持続可能な開発」国際戦略本部,地球環境科学研究院,低温科学
研究所

学術交流会館

TEL : 011-706-8031, sw2@oia.hokudai.ac.jp

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008
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開催期間

行事名

主催

共催

会場

概要 概要はこちら（PDF 84KB）

問い合わせ Ｇ８市民メディアセンター札幌実行委員会
http://imc-sapporo.blogspot.com/E-mail: info@cmcsapporo.org
TEL 011-807-7975

開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
ブロードバンドネットワーク、高速無線 LAN、モバイルシステム（極低消費電力シ
ステム）などによる高品位で高効率なマルチメディア情報通信の実現に関する国際
会議。

2008年6月24日（火）18:30-20:30（18:00 開場） 

市民メディアセンターオープン記念シンポジウム:韓国・新たな
市民メディア文化の創造～李明博政権に「アウト」を突きつける

市民たち～

Ｇ８市民メディアセンター札幌実行委員会

北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院

市民メディアセンター北海道大学（クラーク会館3Ｆ[正門より
徒歩5分 ] ）

2008年 6月24日（火）  10:00-17:00 

2008年マルチメディア信号処理に関する国際ワークショップ
-低電力・サステナビリティシステムのための次世代信号処理-

北海道大学,情報科学研究科,グローバルCOE「知の創出を支える
次世代IT基盤拠点」

情報科学研究科大会議室 11階17号室
http://www.gcoe.ist.hokudai.ac.jp/index.php?ml_lang=en

TEL : 011-706-6489 , miya@ist.hokudai.ac.jp
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開催期間

行事名

主催

後援（予定）

会場
URL

問い合わせ先

概要
日本の科学コミュニティーが地球温暖化によって引き起こされる問題について報告
し、「今何をすべきか」について市民とともに考えます。

講演資料
・プログラム・要旨集
http://hdl.handle.net/2115/33919
・江守 正多氏（国立環境研究所地球環境研究センター温暖化リスク評価研究室長）
http://hdl.handle.net/2115/33921
・本田 靖教授（筑波大学大学院人間総合科学研究科）
http://hdl.handle.net/2115/33922
・吉田文和教授（北海道大学公共政策学連携研究部）
http://hdl.handle.net/2115/33924
※HUSCAPへのリンク

開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
近年、全世界的な異常気象が地球の生態系に異変をもたらしています。地球の異変
の現状とその仕組みについて理解を深めるため、南極、熱帯、温帯での大気や気象・
水文などについて、最新の観測研究成果が報告されます。

プログラム・要旨
集

2008年6月25日（水） 13:30-16:30 

地球温暖化～科学者からのメッセージ

日本学術会議、北海道大学

文部科学省、環境省、日本地球惑星科学連合、日本気象学会

学術交流会館
http://www.scj.go.jp/ja/event

FAX : 03-3402-6224, p228@scj.go.jp

2008年6月25日（水） 12:00-17:30

生態系保全のための環境モニタリング

地球環境科学研究院

学術交流会館
http://www.ees.hokudai.ac.jp/coe21/dc2008/index.htm

TEL: 011-706-2200, iwakuma@ees.hokudai.ac.jp

http://hdl.handle.net/2115/34126 ※HUSCAP へのリンク

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008
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開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
土地の利用方法の違いによって、土壌成分や地盤、水系や生態系といった陸域の環
境が過去から現在にかけて受けた影響を解明することで、陸域環境の将来予測と環
境劣化の回避に挑みます。

2008年6月25日（水） 9:00-17:00 

陸域システム変化の動態と経路

地球環境科学研究院，サステイナビリティ・ガバナンス・プロ
ジェクト(SGP)

センチュリーロイヤルホテル（札幌市中央区北5条西5丁目）
http://www.ees.hokudai.ac.jp/coe21/dc2008/index.htm

TEL:011-706-2260,kohyama@ees.hokudai.ac.jp

開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
このシンポジウムでは、世界規模で収集された新しい資料と地域間比較の視角を用
いて、「冷戦の終わり」の意味を、様々な論点から問い直します。

開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
「地球の歴史」と「生物の進化」とは互いにどのような影響を及ぼしているのかに
ついて探求する、北海道大学発の新しい学問「新・自然史科学」の魅力を紹介します。

2008年6月26日（木）～27日（金）  9:00-18:00 

北東アジアの冷戦：新しい資料と観点

スラブ研究センター

学術交流会館
http://src-h.slav.hokudai.ac.jp

TEL:011-706-4809, ses-coe@slav.hokudai.ac.jp

2008年6月27日 10:00-15:30

新・自然史科学創成：自然界における多様性の起源と進化

21世紀COEプログラム「新・自然史科学創成」

総合博物館
http://nature.sci.hokudai.ac.jp/symposium/sw2008/program.html

FAX: 011-706-4851, horig@sci.hokudai.ac.jp
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開催期間

行事名

主催者
会場
URL

問い合わせ先

概要
増え続ける世界人口を養うためには、陸だけでなく海からも食料を得ることが重要
です。未来の子どもも水産資源を充分利用できるよう、海洋の生態系を意識した新
しい水産資源管理方法を提案します。

プログラム・要旨
集

開催期間

行事名

主催者

会場

URL

問い合わせ先

概要
北海道洞爺湖サミットを機に札幌で開かれる気候変動に関する国際シンポジウムに
出席する専門家をゲストに迎え、地球温暖化の最新の研究成果について市民の皆さ
んとお話しします。

2008年6月28日（土） 9:00-17:00 

海洋生態系と水産食資源のサステイナビリティ科学－明日の水産
食資源と海洋生態系を守るために－

水産科学研究院
学術交流会館
http://sw2008.jp/fish

TEL：0138-40-5605, FAX: 0138-40-5605

http://hdl.handle.net/2115/34128 ※HUSCAPへのリンク

2008年6月28日（土） 14:00-15:30（開場13:30）

第32回サイエンス・カフェ札幌「ここまでわかった！地球温暖
化による劇変」

科学技術コミュニケーター養成ユニット（CoSTEP），地球環境
科学研究院，低温科学研究所
Sapporo55ビル1階インナーガーデン（紀伊国屋書店札幌本店
正面入口前、札幌市北区北5条西5丁目）
http://costep.hucc.hokudai.ac.jp/sw2008/

TEL : 011-706-3276, office@costep.hucc.hokudai.ac.jp

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008

96



開催期間

行事名

主催者
会場
URL

問い合わせ先

概要
地球にやさしいエネルギーとして期待されている「燃料電池」に関する実験講座で
す。実験を通じて、発電機構や機能性、エネルギー効率などについての基礎を学び
ます。

開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
世界中で生物多様性の研究が行われているにもかかわらず、「地球上の生物はどの
くらい多様なのか？」という単純な質問に答えられない研究界の現状を分析し、対
策を考えます。

2008年6月28日（土）  13:30-15:30 

燃料電池－地球にやさしいクリーンエネルギー

高等教育機能開発総合センター (全学教育部自然科学実験室)

高等教育機能開発総合センター 自然科学実験（物理第2実験室）
http://gelens.high.hokudai.ac.jp/class2008/lec0806.pdf

FAX : 011-706-5288, webmaster@gelens.high.hokudai.ac.jp

 ※申込み〆切：6月13日（金）

2008年 6月28日(土）13:00-17:00，6月29日（日） 10:00-15:00 

分類学の帰還

総合博物館，理学研究院

総合博物館
http://museum-
sv.museum.hokudai.ac.jp/activity/symposium/symposium23/

TEL : 011-706-2750, shunfm@sci.hokudai.ac.jp
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開催期間

行事名

主催
会場
URL

問い合わせ先

講演資料

概要
洞爺湖サミットにあわせて、国際学生サミットを開催します。全国で活動している
学生達を集め、ブースによる活動紹介とディスカッションにより意見交換を行いま
す。

開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
持続可能な社会をつくる教科教育を北海道の学校でさらに豊かに展開するには何を
すべきか。私たちには何ができるのか。北海道の教育実践や世界の教育動向をパネ
リストから紹介してもらい、フロアと一緒に討論を進めていきます。

講演資料 配布資料：http://hdl.handle.net/2115/33943
青野裕幸氏：http://hdl.handle.net/2115/34110
滝川洋二氏：http://hdl.handle.net/2115/34111
梅津徹郎氏：http://hdl.handle.net/2115/34112
三石初雄氏：http://hdl.handle.net/2115/34113
呉昌吉氏：http://hdl.handle.net/2115/34114
桑島幹氏：http://hdl.handle.net/2115/34115
※HUSCAPへのリンク

2008年6月28日(土），6月29日（日）

国際学生サミット「UNI. SUMMIT2008」

UNI. SUMMIT

理学部5号館講堂，クラーク会館
http://circle.cc.hokudai.ac.jp/unisummit08/

unisummit2008@gmail.com

http://hdl.handle.net/2115/33931 （ HUSCAPへのリンク）

2008年6月29日（日） 13:00-18:00 

持続可能な社会をつくる教科教育 in 北海道

教育学研究院

学術交流会館 講堂
http://sw2008.jp/weeks/education/

TEL : 011-706-3100,  FAX : 011-706-3100
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開催期間

行事名

主催者
会場
URL

問い合わせ先

概要
これまでのアイヌ民族に関する研究の歴史を振り返りながら、将来のあるべき研究
の姿を展望します。本シンポジウムは、その第一回として、歴史学・考古学・言語
学に焦点を当てます。

講演資料
・榎森進教授（東北学院大学）：http://hdl.handle.net/2115/34405
・佐藤孝雄教授（慶応義塾大学）：http://hdl.handle.net/2115/34406
・佐藤知己教授（北海道大学）：http://hdl.handle.net/2115/34407

開催期間

行事名

URL

問い合わせ先

概要
北海道洞爺湖サミットの開催を機に、世界の主要大学の学長等が集まり、持続可能
な社会の実現にむけてアカデミアからの提言を行います。

2008年6月29日（日）

アイヌ研究の現在と未来：第1部

アイヌ・先住民研究センター
学術交流会館
http://www.cais.hokudai.ac.jp

TEL:011-706-2859, FAX:011-706-2859, ainu@let.hokudai.ac.jp

2008年6月29日（日）～7月1日（火）

G8大学サミット

http://g8u-summit.jp/

TEL : 011-706-2916, kokuryu＠general.hokudai.ac.jp

※北海道大学を含む国内14大学が参加
※会場の座席に限りがあるため、一般の方の入場はご遠慮いただいております。
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開催期間

行事名（日本語）

主催者
会場
URL

問い合わせ先

概要
メディア・コミュニケーション研究院は、市民メディアセンター札幌準備会と協力
して、市民の活動や意見を情報発信する市民メディアセンターを開設します。

開催期間

行事名

主催

会場

問い合わせ先

概要
おもてなしを通して、来客者と市民を結び、互いの文化に触れる学生ならではの企
画づくりをしています。札幌駅・大通公園・狸小路商店街でのおもてなしプロジェ
クトを通して。札幌の魅力を効果的に伝えます。

開催期間

行事名

主催者
会場

URL

問い合わせ先

講演資料

概要
「食」と「健康」という、私たちにとって最も身近な問題を考える際、故（ふる）
きを訪ね、新たに「農医連携」という知見を確立する視点が必要でしょう。このこ
とについて考えてみます。

2008年 6月30日（土）～7月11日（金） 

市民メディアセンター札幌

市民メディアセンター札幌準備会
クラーク会館
http://imc-sapporo.blogspot.com

TEL : 011-807-7975，IMCsapporo＠gmail.com

2008年7月初旬～7月9日（水）

札幌おもてなし隊

札幌おもてなし隊

札幌駅・大通公園・狸小路商店街
omotenashi08@yahoo.co.jp

2008年7月2日（水）  18:00-19:30 

農と医の連携をめざして ～食と健康の基は？～

サステイナビリティ・ガバナンス・プロジェクト（SGP)
Sapporo 55ビル1階インナーガーデン（紀伊国屋書店札幌本店
正面入り口前，札幌市北5条西5丁目）
http://www.sgp.hokudai.ac.jp/SGP.html

TEL : 011-706-4530, jimu@sgp.hokudai.ac.jp

陽捷行教授 (北里大学）
http://hdl.handle.net/2115/34139 ※HUSCAPへのリンク
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開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
大型機械を石油で動かして肥料や農薬、水を大量に投入することで発展した近代農
業を見直し、食糧や繊維、バイオエネルギーを持続的に生産する新たなシステムに
ついて議論します。

講演資料
・こちらから講演資料(計24ファイル)をダウンロードいただけます
※HUCAPへのリンク
http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/handle/2115/34408

開催期間

行事名

主催者
会場
URL

問い合わせ先

概要
地球温暖化や環境汚染による「自然環境の変化」と、24時間化による「社会環境の
変化」との両面から、健康への影響を検討すると共に、真に豊かな自然と生活を取
り戻す方策を提案します。

講演資料
・こちらから講演資料(計8ファイル)をダウンロードいただけます
※HUCAPへのリンク
http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/handle/2115/34495

2008年7月2日（水）～6日（日）  9:00-18:00 

国際会議「持続可能な農業と環境」

サステイナビリティ・ガバナンス・プロジェクト（SGP)，IR3S
参加大学

学術交流会館
http://www.agr.hokudai.ac.jp/ICSA08/framepage1.html

TEL: 011-706-4170, icsa08@chem.agr.hokudai.ac.jp

2008年7月3日（木） 13:00-18:00, 7月4日（金） 9:30-16:30 

環境と健康:変動する地球環境と人の暮らし

医学研究科
学術交流会館
http://www.med.hokudai.ac.jp/news/2008/0612/index.html

TEL : 011-706-6058, sathonma@med.hokudai.ac.jp

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008
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開催期間

行事名

主催

会場
URL

問い合わせ先

概要
夏季に１時間時計を進める「サマータイム」制度の導入の機運が加速している。
「サマータイム」制度導入による豊かなライフスタイルや省エネ効果が主張されて
いる一方、健康障害や交通事故の増加を懸念する声もある。そこで、「サマータイ
ム」制度導入の賛成・反対の双方の主張をうかがい、討論を通じ市民の皆さんに
「サマータイム」について考える機会を提供する。

開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
温暖化が北海道の私たちのくらしにどのように関連しているか。環境と人間との
関係を考える上で北海道という地域はどのような可能性をもっているのかを考えま
す。

講演資料
・こちらから講演資料 ( 計10ファイル)をダウンロードいただけます
※HUCAPへのリンク
http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/handle/2115/34607

2008年7月4日（金） 16:30-18:00 

市民討論会「サマータイムを考える」

医学研究科

学術交流会館 小講堂
http://www.med.hokudai.ac.jp/news/2008/0619/index.html

TEL : 011-706-6058, sathonma@med.hokudai.ac.jp

2008年 7月3日（木）～31日（木） [7.21（月）を除く月・木曜日
8日間] 18:30-20:30

平成20年度北海道大学公開講座持続可能な社会と北海道発見
－地球環境と私たちのくらし－

北海道大学

情報教育館 3Ｆスタジオ型多目的中講義室
http://www.hokudai.ac.jp/bureau/gakumu/koukai20.html#1

TEL : 011-706-5252 , FAX : 011-706-7854
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開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
ミュージアムやホールなどを地域で展開するとき、地域からの協力をいかに拡げる
かという課題に直面します。文化施設を持続的に維持・発展させるための経営手法
を道内事例から検証します。

開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
我が国の平均寿命は82歳、世界では35歳の国もあります。この健康格差は不衛生な
水や感染症によるところが大きい。この現状と将来、そして、あなたのできること
を私たちと一緒に考えるということを企画しています。

2008年7月5日（土） 14:00-16:30 

地域の繁盛は文化から～文化と地域の持続的経営を求めて

文学研究科，文化経済学会＜日本＞

クラーク会館
http://www.jace.gr.jp/taikai_ronbun.html

TEL : 011-706-3067, sasaki@let.hokudai.ac.jp

2008年7月5日（土） 13:30-16:30 

君と一緒に考える：人類と地球の健康

医学研究科

学術交流会館
http://ghe.med.hokudai.ac.jp/ghentd/

FAX : 011-706-7374, ghentd@ghe.med.hokudai.ac.jp

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008
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開催期間

行事名

主催者

共催

会場
URL

問い合わせ先

講演資料

概要
衛星観測とフィールド観測のデータを使い全地球規模の環境予測を行うと共に、予
測結果に応じて素早く北極から熱帯地域までの環境をコントロールする「地球環境
の見張り人」の方策を探ります。

開催期間

行事名

主催者
会場
URL

問い合わせ先

概要
2008年は国連の国際衛生年です。不衛生な水が原因となって年間に220万人の乳幼
児が死亡している現状を打破すべく、公衆衛生の政策側面と工学的側面から、地球
環境に応じた公衆衛生システムのあり方を議論します。

2008年7月5日（土）～7日（月）  9:00-17:00 

国際シンポジウム センチネル・アース －地球環境の見張り人－

アラスカ大学,パランカラヤ大学, JAXA、RESTEC

情報科学研究科,朝日新聞,北海道, JAL, JR 北海道 後援：HBC

学術交流会館,クラーク会館
http://sw2008.jp/SEarth

TEL : 011-706-6784, hhaya@eng.hokudai.ac.jp

要旨集：http://hdl.handle.net/2115/33941 （HUSCAPへのリンク）

2008年 7月6日（日）  9:00-17:00 

水と衛生

工学研究科
学術交流会館
-

TEL : 011-706-6270, funamizu@eng.hokudai.ac.jp

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008
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開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

講演要旨

概要
世界の触媒研究機関の代表者が集まり、環境技術やエネルギー技術の革新的発展に
欠かせない「触媒」を中核とする新たな環境政策や国際協調枠組みについて、G8な
ど主要国に向け提言します。

開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
過去の戦争や植民地支配によって、歴史に残された「傷」。それを癒す作業が和解
です。このシンポジウムでは海外の著名なゲストと共に、和解と平和をつくるため
に市民が持つ力について考えていきます。

2008年 7月7日（月）  9:00-17:00 

触媒サミット－触媒は地球維持のキーテクノロジー

触媒化学研究センター

学術交流会館
http://www.cat.hokudai.ac.jp/ueda/summit/index.htm

TEL : 011-706-9164, ueda@cat.hokudai.ac.jp

http://hdl.handle.net/2115/34599 ※HUSCAPへのリンク

2008年 7月9日（水）  10:00-21:00 

国際シンポジウム「市民がつくる和解と平和―東アジアとヨー
ロッパにおける持続可能な平和と市民社会の役割」

「市民がつくる和解と平和」実行委員会

札幌エルプラザ・ホール
http://sw2008.jp/reconciliation/

TEL:011-706-4082（担当：小田准教授），odahiroshi@hotmail.com
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開催期間
行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

※こちらのイベントは中止となりました。大変申し訳ありません。詳細は下記まで
お問い合わせ願います。 TEL:011-706-3798, globalg@juris.hokudai.ac.jp

概要
利益最優先の経済政策をやめ、貧困や差別といった社会的な排除構造を解決して人
間の尊厳の確保を目指す「社会的包摂」戦略という、新たな政策展開の将来につい
て、この分野で先駆的な成果を上げているヨーロッパの実務家、研究者を招いて議
論します。 ※外国ゲストの都合により、日程を変更する可能性があります。

開催期間

行事名

主催者
会場
URL

問い合わせ先

概要
出産や子育て、介護等の人生の節目にあっても、女性研究者が将来展望を持って研
究に取り組める環境を整備すべく、男女共同参画やワークライフバランスの観点か
ら議論します。

2008年7月10日（木） 9:00-17:00
持続可能な発展のための社会的包摂戦略

文部科学省科学研究費基盤研究(S)「市民社会民主主義の理念と
政策に関する総合的考察」プロジェクト

クラーク会館

http://www.csdemocracy.com（6月以降）

TEL:011-706-3798, globalg@juris.hokudai.ac.jp

2008年7月10日（木）～12日（土）  9:00-17:00 

女性科学者の持続的キャリア形成を目指して～理系分野におけ
る男女共同参画とワークライフバランスをめぐる環境～

女性研究者支援室 FResHU
百年記念会館，ファカルティハウス「エンレイソウ」
http://freshu.ist.hokudai.ac.jp/english/sw_2008.html

TEL : 011-706-3623, myan@res.agr.hokudai.ac.jp

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008
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開催期間

行事名

主催者
会場
URL

問い合わせ先

概要
世界の第一線の生命科学をリードする元大阪大学総長である岸本忠三教授ならびに
ハーバード大学教授であるLewis Cantley 博士をお招きし、ワトソンとクリックら
のDNAダブルヘリックスの発見を超える21世紀に向けた生命科学の動向について
議論していただきます。

開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

講演資料
・こちらから講演資料（計12ファイル）をダウンロードいただけます。
※HUCAPへのリンク
http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/handle/2115/34516

2008年7月11日（金）  13:45-16:00 

DNAダブルへリックスの向こうに～ Disease free 社会実現に向け
た生命科学研究の動向～

遺伝子病制御研究所
遺伝子病制御研究所講堂
http://sw2008.jp/doublehelix,ポスター (PDF 750KB)

TEL : 011-706-5070, doublehelix@igm.hokudai.ac.jp

2008年7月11日（金）  14:00-16:00 

サステナビリティ・ウィーク2008 クロージングシンポジウム

北海道大学サミット関連行事企画本部実行委員会

クラーク会館講堂 （札幌市北区北8条西8丁目）
http://sustain.oia.hokudai.ac.jp/sw2008/closing/

TEL : 011-706-8031, sw2@oia.hokudai.ac.jp

※一部英語（通訳なし）
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開催期間

会場

申込み

参加費

定員

主催者

問い合わせ先

サステナビリティ・ウィーク2008 オープニングシンポジウム
「持続可能な低炭素社会を求めて」

北海道大学は2006年から毎年、地球と人類社会の持続可能性（サステナビリティ）を
テーマとした国際シンポジウムや市民講座などを開催しています。3年目の今年は、G8
北海道洞爺湖サミットに先駆けて、“サステナビリティ・ウィーク2008 ‒G8 サミットラ
ウンド ”を開催します。
このウィークでは地球温暖化のみならず、持続可能性に関わる様々な課題について、
“未来の世代が住みたいと思う地球を遺すために、今何ができるか？” という広い視点
で、国際シンポジウムや博物館特別展示、市民講座など25を超える企画を約3週間に
わたって開催します。

6月23日のオープニングでは、地球温暖化の自然科学的側面とそれを克服するための社
会改革・技術革新について包括的な視野を得る機会を設けます。ＩＰＣＣ（気候変動に関す
る政府間パネル）において中心的な役割を担った専門家や、エネルギー技術を支える触媒
化学の著名な研究者、環境政策の専門家などを海外から招き、本学の研究者と共に多様な
角度から問題の本質に迫る議論を展開することで、低炭素社会づくりのために必要な社会
改革と技術革新の可能性を探ります。

>>報告書を見る（※日本語版 報告書ウェブサイトへのリンク）

>>講演要旨と発表資料を見る（※英語版 ウェブサイト"Hokudai Network"へのリンク）

2008年6月23日（月） 9:00－18:00

学術交流会館 大講堂
URL : http://www.hokudai.ac.jp/bureau/map/map4.htm

必要

無料

300人

北海道大学サミット関連行事企画本部実行委員会
北海道大学サステナビリティ・ウィーク準備事務室
TEL : 011-706-2093, E-mail : office2@sustain.hokudai.ac.jp

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008
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プログラム

時間 内容
09:00 開会の挨拶：北海道大学 総長 佐伯浩
09:05 来賓挨拶：文部科学省高等教育局長清水 潔
09:15 開催主旨の説明：実行委員長 本堂武夫

セッション1.地球環境の科学的検証と予測（Science）
議長：スイス連邦工科大学 教授 大村纂

9:30
“Climate and Environment Change over Globe and China（仮）”

中国科学院大気物理研究所教授
IPCC（気候変動に関する政府間パネル)／TAR Lead Author 石 広玉

10:30 休憩

10:45 “Drastic Change during Global Warming: What we know and don't know”
北海道大学地球環境科学研究院 教授 池田元美

11:15 まとめ：スイス連邦工科大学 教授 大村纂
11:30 休憩（昼食）

セッション2.構造的変化を導く技術革新の加速 (Engineering)
議長：北海道大学触媒化学研究センター 教授 大谷文章

13:00 “Power from the Sun, the Advent of Mesoscopic Solar Cells”
スイス ローザンヌ工科大学 教授 ミハエル・グレッツェル

14:00 “Green Catalytic Conversion of Inedible Biomass for Sustainable Development”
北海道大学触媒化学研究センター 教授 福岡淳

14:30 まとめ：北海道大学触媒化学センター センター長・教授 上田 渉
14:45 休憩

セッション3.共生・公正・成長のバランス社会の構築 (Public Policy)
議長：北海道大学公共政策学連携研究部 教授 中村研一

15:00 “Policies for a Low Carbon Society: Is the Industrialized World Doing Enough?”
ベルリン自由大学 教授 ミランダ・シュリュワー

16:00 “How to make a Sustainable Low Carbon Society in Asia”
北海道大学公共政策学連携研究部 教授 吉田文和

16:30 まとめ：北海道大学公共政策学連携研究部 教授 中村研一
16:45 休憩

セッション4.いのちを守る新領域 (Health/Infective Disease)
議長：北海道大学医学研究科 教授 有川二郎

17:00 “Howare We Prepared for Emerging Zoonoses?”
北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター 教授 高田礼人

17:50 まとめ：北海道大学医学研究科 教授 有川二郎

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008
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北海道大学公共政策学連携研究部 教授 吉田文和

16:30 まとめ：北海道大学公共政策学連携研究部 教授 中村研一
16:45 休憩

セッション4.いのちを守る新領域 (Health/Infective Disease)
議長：北海道大学医学研究科 教授 有川二郎

17:00 “Howare We Prepared for Emerging Zoonoses?”
北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター 教授 高田礼人

17:50 まとめ：北海道大学医学研究科 教授 有川二郎

18:00 閉会の挨拶
実行委員長 本堂武夫
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開催期間

会場

申込み

参加費

定員

主催者

問い合わせ先

持続可能な低炭素社会づくりへの挑戦
～社会改革と技術革新の相乗効果を求めて～

社会システムの再編成を追求する「公共政策学」と技術的解決を追求する「工学」が、
持続可能な低炭素社会への移行を加速させるため、いかにして相乗効果を発揮できるか
を議論します。

>>報告書を見る（※日本語版 報告書ウェブサイトへのリンク）

>>講演要旨と発表資料を見る（※英語版 ウェブサイト"Hokudai Network" へのリンク）

2008年 6月24日（火） 

学術交流会館 第1会議室
URL: http://www.hokudai.ac.jp/bureau/map/map4.htm

必要

無料

150人

「持続可能な開発」国際戦略本部、工学研究科、公共政策大学院
北海道大学サステナビリティ・ウィーク準備事務室
TEL : 011-706-2093, E-mail : office2@sustain.hokudai.ac.jp
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プログラム

開始 プログラム

09:00 開会の言葉 本堂武夫, サミット関連行事
企画本部実行委員長

09:05 プレゼンテーション/シンポジウムのねらい

吉田文和, 北海道大学公共政
策大学院,教授
船水尚行, 北海道大学工学研
究科, 教授

セッション１.社会システム再編成の動向 「Social System Transformation towards a
Low Carbon Society 」議長 : 吉田文和 , 北海道大学公共政策大学院 ,教授

09:15
講演１-1: “Development and Transfer of
ESTs: A Pillor of the International Climate
Regime post 2012”

ZouJi,中華人民大学,教授

10:00 質疑応答

10:10 講演１-2: “French Perspective in EU 
for Low Carbon Society”

Thierry Homme, Sciences
Po (France), 教授

10:55 質疑応答

11:05 休憩

11:20
講演１-3:“Environmental Governance and
Economics for Sustainable Low Carbon
Society”

植田 和弘,京都大学大学院経
済学研究科・地球環境学堂,
教授

12:05 質疑応答

12:15 まとめ 議長
12:30 昼食

セッション2.技術の挑戦：人間社会の基盤システムである水を例にして
「Challengeｓ in Water System as an Fundamental System of Sustainable Human
Society」  議長 :船水 尚行,北海道大学工学研究科,教授

14:00 講演2-1：“Water, SustainableDevelopment,
and Climate Change”

沖 大幹,東京大学生産技術研
究所,教授

14:45 質疑応答
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12:05 質疑応答

12:15 まとめ 議長
12:30 昼食

セッション2. 技術の挑戦：人間社会の基盤システムである水を例にして
「Challenges  in Water System as an Fundamental System of Sustainable Human
Society」 議長 :船水 尚行,北海道大学工学研究科,教授

14:00 講演2-1：“Water, Sustainable
Development, and Climate Change”

沖 大幹,東京大学生産技術研
究所,教授

14:45 質疑応答

14:55 講演2-2：“Wise Use of WATER”
眞柄 泰基,北海道大学環境
ナノ・バイオ工学研究センター,
客員教授

15:40 質疑応答

15:50 まとめ 議長
16:05 休憩

セッション3.パネルディスカッション社会システムの再編成と技術的解決はいかに
相乗効果を生むことが出来るか 「How to make synergism by Social System Reform and
Technical Solution」 議長 : 吉田文和, 北海道大学公共政策大学院,教授 ,
船水 尚行, 北海道大学工学研究科, 教授
16:20 パネルディスカッション

17:30 閉会宣言
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開催期間

主催者

会場

問い合わせ先

2008年6月29日（日）　13:00－18:00
（教員免許更新講習受講者は認定試験のため19:30まで）

教育学研究院
学術交流会館　講堂（2階）

北海道大学大学院教育学研究院　大野栄三
札幌市北区北11条西7丁目
電話：011-706-3100  FAX : 011-706-3100

会場での配布資料（PDF 24.8MB)

持続可能な社会をつくる教科教育  in 北海道
School Education for Establishing Sustainable Society in Hokkaido

教科教育の課程に、環境教育をどのように位置づけるべきか。（1）教科としての環境教
育、（2）教科の中の環境教育、（3）環境教育をつくる教師コミュニティを 3本の柱とし、
5人のパネリストを迎えて行うシンポジウムです。

プログラム

開始 内容
13:00 開会挨拶

青木紀（北海道大学大学院教育学研究院・研究院長）
13:10 “身のまわりの環境を見つめてどう考えるか“

青野裕幸（千歳市立駒里小中学校・教諭）
13:50 “生徒・学校を変える環境教育-知識から行動へ-”

滝川洋二（東京大学教養学部附属教養教育開発機構・特任教授、
NPO (法 )ガリレオ工房、NPO(法)理科カリキュラムを考える会・代表）

14:40 休憩
14:55 “高等学校における環境教育の課題

　̶札幌開成高校「環境科学」の実践から̶”　
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13:50 “生徒・学校を変える環境教育-知識から行動へ-”
滝川洋二（東京大学教養学部附属教養教育開発機構・特任教授、

NPO (法 )ガリレオ工房、NPO(法)理科カリキュラムを考える会・代表）
14:40 休憩
14:55 “高等学校における環境教育の課題

　̶札幌開成高校「環境科学」の実践から̶”　
梅津徹郎（北海道札幌開成高等学校・教諭）

15:35 “韓国の学校教育カリキュラム改革の動向”
三石初雄（東京学芸大学・教員養成カリキュラム開発研究センター・

教授）

“多様な学校森活動を通じて自然とひとつになること”
呉昌吉（東京韓国学校・教諭、東京学芸大学大学院教育学研究科

修士課程・総合教育開発専攻環境教育コース）
16:25 休憩
16:40 “Web2.0を活用した環境教育をつくる教師コミュニティ形成

　̶北海道の理科サークルでの実践紹介̶”　
桑嶋　幹（日本分光株式会社）

17:10 討論
17:55 閉会挨拶

大野栄三（北海道大学大学院教育学研究院・准教授）
18:00 終了

趣旨

　持続可能な社会を実現するために環境教育が重要な役割を担っていることは誰も否定
しないでしょう。このシンポジウムでは、学校における教科教育の課程に、環境教育を
どのように位置づけるべきかを討論します。
　国際学力調査の得点や順位が上下するたびに騒ぎになります。教育関係者が、学校で
も環境教育を行うべきだと述べるとき、そこには受験学力を損なわない限りでという前
提があるのではないでしょうか。経済成長を損なわない限りにおいて、地球温暖化対策
を行うべきだという理屈と似ています。

　教科で学習した知識は、現実の文脈や状況で使っていくことによって身についた教養
となります。現実の文脈や状況は環境にあります。そうした環境に目を向けない教科教
育は現実に背を向けた教育、何も身につかない教育となってしまうでしょう。
　持続可能な社会をつくる教科教育を北海道の学校でさらに豊かに展開するには何をす
べきか。私たちには何ができるのか。北海道の教育実践や世界の教育動向を5人のパネ
リストから紹介してもらい、フロアと一緒に討論を進めていきます。
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スライド（8MB)　

　普段は何気なく見過ごしている自分たちの居住域の
環境に焦点をあて、歴史やなりたちを掘り下げ学習し
てきました。その取り組みを通してあるプロジェクト
にめぐりあった。自分たちの地域で今何が起ころうと
しているのか、どうやってその問題を克服しようとし
ているのかという点を、中学校の理科や総合的な学習
の中で、どのように着目し展開してきたのか、子ども
達の発表も含めて報告していきたいと考えています。

滝川洋二

スライド（1.2MB）

　高校で生徒に環境問題のレポートを出させ、その発
表会で、生徒は「今は、まじめに環境問題を考えてい
るけれど、明日、それを忘れている自分が怖い」と話
していました。環境問題についての知識はたくさん持
っていても、それを日々の行動にどう結びつけるかは、
生徒でなくともかなり難しいことです。高校で生徒と
環境問題の有志グループエコ・ボランティア・ネット
ワークを作り、十数年いろいろな工夫をしながら活動
してきた中から、高校生にどんな活動が可能か、生徒、
学校、社会にどんな影響があったかを紹介します。

スライド（3.1MB)

　札幌開成高校の設定科目である「環境科学」（必修２単
位）の実践は４年目をむかえました。本シンポジウムで
は、この３年間の教育実践を評価、分析しあらためて環
境科学教育の「目的、目標、内容、教材、方法、評価」の
あり方について問題点および課題を提起します。
　また、キー概念となる「持続可能な社会」のあり様を
高校生に問いつつ、「行動する主権者」として成長する
ために、どのような教育課程、教育内容構成が必要な
のか、みなさんと議論してみたいと思っています。

パネリストと報告概要

（1）学校における教育活動と環境教育

身のまわりの環境を見つめてどう考えるか
青野裕幸（千歳市立駒里小中学校）

生徒・学校を変える環境教育̶知識から行動へ̶
（東京大学教養学部附属教養教育開発機構、NPO(法)ガリレオ工房、
　NPO(法)理科カリキュラムを考える会）

（2）教科としての環境教育

高等学校における環境教育の課題̶札幌開成高校「環境科学」の実践から̶
梅津徹郎（北海道札幌開成高等学校）
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呉昌吉

三石初雄

スライド（3.7MB)

スライド（4.4MB)

・韓国での環境科の試み
韓国の中学校・高等学校では、第６次教育課程
（1992年公示、1995年から実施）で環境科が独立教科
（選択）として新設された。韓国の教育課程全体と教科書
から、内容と特徴を紹介、コメントします。

・日本での環境関連科目設置の試み
日本では、総合的な学習の時間あるいは理科等の教科、
高等学校では学校設定科目等として行われている。
小・中学校と高等学校の事例に触れながら、教科あるい
は領域としての環境教育の可能性と課題について整理し、
討論の素材とします。

スライド（950KB)

　環境教育においては、教員が地域の環境問題を教材
として取りあげて授業を進めることが少なくありません。
この場合、既存の教材をそのまま利用することは難しく、
教員自身が授業にあった教材を作りあげていく必要が
あります。つまり、教員の教材作成能力が問われること
になります。本報告ではWeb2.0を活用し、教員同士が
相互に情報交換をしながら、教材を作りあげていく過程
を重視したICT 環境の構築とその実践を報告します。

教科としての「環境」科の試み ̶韓国と日本の事例から ̶

（東京学芸大学・教員養成カリキュラム開発研究センター）
（東京韓国学校東京学芸大学大学院教育学研究科修士課程・総合教育開発専攻環境教育コース）

（3）環境教育をつくる教師コミュニティ

Web2.0を活用した環境教育をつくる教師コミュニティ形成 ̶北海道の理科サークルで
の実践紹介̶
桑嶋　幹（日本分光株式会社・情報システム管理室）
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開催期間

会場

申込み

参加費

定員

主催者

問い合わせ先

サステナビリティ・ウィーク2008 クロージングシンポジウム

サステナビリティ・ウィークの結果を共有するとともに、成果の一つとして、これから
本格的に展開する「持続可能性」分野における事業の計画を発表します。

>>サステナビリティ・ウィーク2008 結果報告はこちら 

2008年 7月11日（金）14:00 - 16:00

クラーク会館 講堂 （札幌市北区北8条西8丁目）

不要

無料

150人

北海道大学サミット関連行事企画本部実行委員会
北海道大学サステナビリティ・ウィーク準備事務室
TEL : 011-706-8031,  E-mail : sw2@oia.hokudai.ac.jp

※一部英語（通訳なし）

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008

118



プログラム

時間 内容
14:00 開会宣言司会：国際企画課長 川野辺 創
14:00 総長挨拶 総長 佐伯 浩
1.サステナビリティ・ウィークの結果報告

14:15
全学企画からの報告及び今後の課題
（質疑応答含む）

実行委員長 本堂武夫
2.各企画の成果・将来構想発表

14:35
学生企画「UNI.SUMMIT2008」
海外展開構想発表

大学院情報科学研究科1年 中野基輝

14:40 学生企画「札幌おもてなし隊」成果報告
大学院国際広報メディア観光学院1年 成田吉希

14:45 CoSTEPサイエンスカフェ・ラジオ番組報告、及び今後の展望
CoSTEP 教授 杉山滋郎

14:50 JSTさきがけ研究集会：環境問題における数理の可能性 報告及び将来展望
理学研究院 准教授 坂上貴之

14:55
「ナノトキシコロジーアセスと微粒子・ナノチューブのバイオ環境応用」
報告及び展望

歯学研究科 教授 亘理文夫

15:00
「北海道とロシア極東地域の持続可能な開発に向けた環境フォーラム」
「冷戦史と北東アジア」報告及び展望

スラブ研究センター 准教授 長縄宣博

15:05
シンポジウム「陸域システム変化の動態と経路」報告とGLPの展望

地球環境科学研究院 教授 甲山隆司
SGP特任准教授 アデモラ・ブライモー

15:10 シンポジウム「生態系保全のための環境モニタリング」報告と展望
地球環境科学研究院 教授 岩熊敏夫

15:15 シンポジウム「水と衛生」成果報告
工学研究科 教授 船水尚行

15:20 「女性科学者の持続的キャリア形成を目指して」シンポジウム報告
女性研究者支援室 教授 有賀早苗

15:25 アジア環境大学院ネットワーク(ProSPER Net) の署名式報告・将来計画
「持続可能な開発」国際戦略本部 プロジェクトプランナー 武村理雪

3.総括

15:30 質疑応答
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15:20
女性研究者支援室 教授 有賀早苗

15:25 アジア環境大学院ネットワーク(ProSPER Net) の署名式報告・将来計画
「持続可能な開発」国際戦略本部 プロジェクトプランナー 武村理雪

3.総括

15:30 質疑応答
司会：実行委員長 本堂武夫

15:45 総括
実行委員長 本堂武夫

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008

120



　　G8北海道洞爺湖サミットに合わせ、北海道大学が 6月23日から開催したサステナビリ
ティ・ウィーク2008は、7月11日のクロージングシンポジウムをもって3週間の日程を成功

　裡に終了することが出来ました。
期間中、37の国際シンポジウムや学生向けの講座、特別展示などを集中的に開催し、サス
テナビリティ・マラソン企画として5月から開催したものを含めると、50に及ぶ行事を実
施しました。

　　中でも歴史上初の試みであり、北海道大学総長が副議長を務めホスト役を担った「G8
大学サミット」には、G8諸国及び非G8 主要国の大学並びに国連大学の合計14カ国、35
大学の学長等約140名が参加しました。そしてG8北海道洞爺湖サミットに参加する首脳
たちに対して気候変動問題等に対する科学的で適正な政策を求める「札幌サステナビリティ
宣言」を採択しました。

　　さらに、潘基文（パン・ギムン）国連事務総長と本学学生の対話集会では、食糧問題
などをはじめとした世界的課題について、参加者330名と活発な質疑応答が行われました。

　　その他、期間中に開催した数多くの行事には、国内外から専門家・学生・一般市民が
3000人以上参加し、人類共通の課題について最新の研究成果を共有しながら「持続可能
な社会づくり」の実現に向けて活発な議論を行いました。今後も北海道大学はこのウィー
クで培った大学間・研究者間・市民間などのネットワークを活かし、「サステナビリティ」に
かかる研究・教育を進めていきます。

※データ集計日: 2008年8月31日
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開催期間

行事名（日本語）

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
持続可能な社会を作る上で欠かせない男女間の平等について、アメリカ先住民やア
イヌの事例を交えつつ、女性の実状と問題点について議論します。

開催期間

行事名（日本語）

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
洞爺湖サミットを前にして日本に招待されたロシアの青年エリート50名とともに、
日本の環境研究の最先端の成果を聞きます。それを受けて、報告者、ロシア側、日
本側参加者が自由に討論します。

開催期間

行事名（日本語）

概要

2008年5月17日（土） 13:00-16:30

先住民族であり女性であること：自律と共生のジェンダー史

ジェンダーに関する研究教育体制整備検討作業部会，ジェンダー
史学会

人文社会科学総合教育研究棟W103
ポスター（PDF 700KB)

TEL : 011-706-4085，june@let.hokudai.ac.jp

2008年5月22日(木） 10:00-12:30 

G8サミット記念日露青年交流企画 環境が結ぶ隣国－ロシア青年
使節団との対話。

日露青年交流委員会，北海道大学

学術交流会館 第一会議室
http://src-h.slav.hokudai.ac.jp/jp/seminors/archive/conf2008.html#5-22

TEL : 011-708-2388，FAX 011-706-4952 (スラブ研究センター)

2008年5月24日（土）14:00-15:00（開場13:30）

第31回サイエンス・カフェ札幌「君がいなくちゃだめなんだ～
円山動物園と考える生物多様性～」

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008
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開催期間

行事名（日本語）

主催者

会場

URL

問い合わせ先

概要
札幌市円山動物園で実施する、オオワシを繁殖させ野性に返すプロジェクトについ
て鷹匠から話をうかがい、希少動物を保護していくことの大切さについても考えま
す。

開催期間

行事名（日本語）

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
独創的な環境技術やビジネスモデルで事業を展開する大学発ベンチャーの環境貢献
や成長戦略について、ベンチャー経営者、日本ベンチャーキャピタル協会会長、読
売新聞科学部長などが議論します。

開催期間

行事名

主催者

チャンネル

概要
札幌市民の楽しみである科学ラジオ番組で、「持続可能な社会づくり」－サステナ
ビリティに関する特集をお送りします。

2008年5月24日（土）14:00-15:00（開場13:30）

第31回サイエンス・カフェ札幌「君がいなくちゃだめなんだ
～円山動物園と考える生物多様性～」

科学技術コミュニケーター養成ユニット（CoSTEP）

Sapporo55ビル1階インナーガーデン
（紀伊國屋書店札幌本店正面入口前）
http://costep.hucc.hokudai.ac.jp/sw2008/

TEL : 011-706-3276，office@costep.hucc.hokudai.ac.jp

2008年5月27日（火）

全国大学発ベンチャー北海道フォーラム―大学発ベンチャーの
環境イノベーション―

経済産業省北海道経済産業局，読売新聞社，北海道大学

クラーク会館
http://www.hkd.meti.go.jp/hokid/bmcontest2/index.htm

TEL/FAX : 011-706-2959，k-sato@cast.hokudai.ac.jp

2008年5月31日（土），6月21日（土），7月19日（土） 17:00-
18:00

ラジオ番組「かがく探検隊コーステップ」サステナビリティ特集

科学技術コミュニケーター養成ユニット（CoSTEP）

札幌市西区のコミュニティFM局（三角山放送局）76.2MHZ，お
よびポッドキャスティング（インターネットラジオ）

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008
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開催期間

行事名

主催者

チャンネル

URL

問い合わせ先

概要
札幌市民の楽しみである科学ラジオ番組で、「持続可能な社会づくり」－サステナ
ビリティに関する特集をお送りします。

開催期間

行事名

主催

協力

会場

URL

問い合わせ先

概要
南極の氷の調査を通じて地球環境の変化を見つめてきた北海道大学副学長と、環境
教育の担い手が、「サステナビリティ」という言葉を紐解きながら、環境のために
今できることを考えます。

講演資料 ・本堂武夫（北海道大学理事・副学長）：
http://hdl.handle.net/2115/33099
・丸山博子（丸山環境教育事務所代表）：
http://hdl.handle.net/2115/33101
（HUSCAPへのリンク）

2008年5月31日（土）， 6月21日（土）， 7月19日（土） 
17:00-18:00

ラジオ番組「かがく探検隊コーステップ」サステナビリティ特集

科学技術コミュニケーター養成ユニット（CoSTEP）

札幌市西区のコミュニティFM局（三角山放送局）76.2MHZ，
およびポッドキャスティング（インターネットラジオ）
http://costep.hucc.hokudai.ac.jp/sw2008/

TEL : 011-706-3276，office@costep.hucc.hokudai.ac.jp

2008年6月6日（金） 17:30-19:00 （17:00 開場）

サステナビリティ・ウィーク2008直前特別企画 未来のために
できること～ヒトと社会と地球の“つながり”を考える～

朝日新聞北海道支社，北海道大学サステナビリティ・ウィーク
準備事務室

北海道大学科学技術コミュニケーター養成ユニット（CoSTEP）
Sapporo55ビル 1階インナーガーデン （紀伊國屋書店札幌本店
正面入り口前）
http://sustain.oia.hokudai.ac.jp/sw2008/weeks/pre

TEL : 011-706-2093，office2@sustain.hokudai.ac.jp
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開催期間

行事名（日本語）

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
環境問題に対する数理的なアプローチの様々な可能性について、国内外の数理科学
や環境学分野の研究者による研究発表やポスターセッションなどを行います。

講演資料
・こちらから講演資料(計21ファイル)をダウンロードいただけます
※HUCAPへのリンク
http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/handle/2115/34726

開催期間

行事名（日本語）

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
噴火による天然災害や水力発電所建設による人的災害によって影響を受けてきた洞
爺湖と周辺環境の過去・現在・未来について、洞爺湖町・北海道・環境省および大
学の関係者が集まり議論します。

プログラム・要旨
集

2008年6月11日（水）～13日（金）

JSTさきがけ研究集会 環境問題における数理の可能性

JSTさきがけ数学領域，北海道大学大学院理学研究院数学部門

理学部 8号館 309室
http://www.math.sci.hokudai.ac.jp/sympo/080611/index.html

TEL : 011-706-2636 ，cri@math.sci.hokudai.ac.jp

2008年6月14日（土）  13:00-17:00 

洞爺湖環境フォーラム

北方生物圏フィールド科学センター

洞爺湖温泉町洞爺湖文化センター
http://congress.coop.hokudai.ac.jp/lake-toya/

TEL : 011-706-2598，hueda@fsc.hokudai.ac.jp

http://hdl.handle.net/2115/34124 (HUSCAPへのリンク）
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開催期間

行事名（日本語）

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
クワガタ類やアライグマといった外来生物による重大な環境問題を解決するのに欠
かせない社会的合意形成や今後の対策のあり方について、人文・社会科学的な側面
から議論します。

開催期間

行事名（日本語）

主催者

会場
URL

問い合わせ先

報告書

成果物

概要
130余年の歴史の中で北海道大学の研究者たちが挑んだ多種多彩な研究成果や収集
した研究資料を、世界の人々に楽しんでもらうために、バージョンアップをした展示
公開を行います。

2008年6月15日（日） 10:00-17:00 

外来生物問題における人文・社会科学的課題

文学研究科

学術交流会館
http://www.hokudai.ac.jp/letters/

TEL : 011-706-4163 ，tikeda@let.hokudai.ac.jp

2008年6月15日(日）～ 7月31日（木）  9:30-16:30

博物館展示：大学の知をすべての人々に！

総合博物館

総合博物館
http://museum-sv.museum.hokudai.ac.jp

TEL : 011-706-2658 ，museum-jimu＠museum.hokudai.ac.jp

http://hdl.handle.net/2115/34602 ※HUSCAPへのリンク

英語版パンフレット http://hdl.handle.net/2115/34601

2008年6月16日（月）～17日（火）
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開催期間

行事名（日本語）

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
カーボンナノチューブ、光触媒、生体模倣ナノコンポジットなどのナノテクノロジー
をバイオ医療に応用した際のDNA、細胞、組織レベルでの生体反応性や安全性に
ついて議論します。

開催期間

行事名（日本語）

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
G8北海道洞爺湖サミットが開催される地域は、過去に様々な人間活動が展開されて
きた場所です。そこに広がる生態系、水、火山、地質といった「自然環境」や、鉱物、
エネルギー、食糧といった多様な「資源」に加え、「自然災害」等が人間の文化や歴史
を培い、深く関わってきた姿を展示します。

2008年6月16日（月）～17日（火）

国際「ナノトキシコロジーアセスと微粒子・ナノチューブのバイ
オ応用」シンポジウム（ISNT2008）

「ナノトキシコロジーアセスと微粒子・ナノチューブのバイオ応
用」研究会実行委員会

学術交流会館
http://sw2008.jp/nano

TEL : 011-706-4251，nano@den.hokudai.ac.jp

2008年6月17日（火）～ 8月30日（土）  9:30-16:30

博物館展示：洞爺湖・有珠火山地域の環境と資源

総合博物館

総合博物館 3階企画展示
http://museum-sv.museum.hokudai.ac.jp

TEL : 011-706-2658，museum-jimu＠museum.hokudai.ac.jp
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開催期間

行事名（日本語）

主催

会場
URL

問い合わせ先

講演資料

概要
南極や北極といった雪氷が広がる寒冷な地域を調査している研究者が、豊富な映像
を使い、今起きている地球規模の環境変化の様子、考えられる原因、将来の問題点
を解説します。

2008年6月19日（木）  15:30-17:00 

急変する極地 - 研究の最前線と次世代研究者の育成 -

国際南極大学プロジェクト

札幌ドーム（環境総合展2008）
http://wwwearth.ees.hokudai.ac.jp/IAI/

FAX : 011-706-7142，iai@lowtem.hokudai.ac.jp

杉山慎 (北海道大学低温科学研究所講師）
http://hdl.handle.net/2115/33927  ( HUSCAPへのリンク）
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開催期間

行事名（日本語）

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
ロシア極東地域と北海道から、自然科学と社会科学の研究者に加え、環境行政担当
者が集結し、オホーツク海とその沿岸の環境問題について、将来の協力のあり方を
協議します。

講演資料
・リュボフ・コンドラチェワ教授
（ロシア科学アカデミー極東支部 水生態学研究所）：
http://hdl.handle.net/2115/34130
・大島慶一郎教授
（北海道大学低温科学研究所）：
http://hdl.handle.net/2115/34135
・桜井泰憲教授
（北海道大学水産科学研究院）：
http://hdl.handle.net/2115/34133
・庄子仁教授
（北見工業大学未利用エネルギー研究センター）
http://hdl.handle.net/2115/34134
・ユーリー・タラセンコ氏
（沿海地方環境プログラム・検査・放射線の安全性課主席顧問）：
http://hdl.handle.net/2115/34131
・セルゲイ・アンドリエンコ氏
（ハバロフスク地方天然資源省第一副大臣兼自然利用環境保護局長）：
http://hdl.handle.net/2115/34129
・ナターリャ・タラバロワ氏
（サハリン州天然資源・環境保護委員会副委員長 天然利用環境保護局長）：
http://hdl.handle.net/2115/34132
・劉旭氏
（北海道大学スラブ研究センター）：
http://hdl.handle.net/2115/34117
※HUSCAPへのリンク

2008年6月19日（木）  13:00-17:00 

北海道とロシア極東地域の持続可能な開発に向けた環境フォー
ラム

北海道大学，北海道，北海道経済連合会，北海道開発局，北海道
新聞社

札幌ドーム（環境総合展2008）
http://sustain.oia.hokudai.ac.jp/sw2008/forum

TEL : 011-706-2093，office2@sustain.hokudai.ac.jp
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開催期間

行事名

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
「環境に配慮したESCO事業と省エネルギー」の基調講演と，北海道大学病院におけ
るESCO事業導入経緯等により大学と札幌市などが取り組んでいる手法及び効果につ
いて解説します。

開催期間

行事名（日本語）

主催者

会場
URL

問い合わせ先

概要
環境人材を育成しているアジア太平洋地域の大学・大学院関係者がカリキュラムや
教材などの知見を共有するとともに、大学と企業ならびにNGOとの連携による人材
育成の可能性について意見を交わします。

2008年6月20日（金） 10:00-12:00 

建築物の省エネルギーセミナー -北海道大学病院ESCO事業の取
組み -

北海道大学，札幌市，北海道電力，北電興業

札幌ドーム（環境総合展2008） 西棟会議室Ａ
http://www.do-summit.jp/kankyouten2008/

ＴＥＬ：011-706-2431，k-hozen@facility.hokudai.ac.jp

2008年6月21日（土） 13:00-16:00 

持続可能なアジアに向けた高等教育国際シンポジウム

環境省，国連大学，北海道大学

札幌ドーム（環境総合展2008）
http://sustain.oia.hokudai.ac.jp/sw2008/weeks/ELIAS/

TEL : 011-706-2093，office2@sustain.hokudai.ac.jp
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日時

会場

定員

入場方法

ポスター

主催

協力

問い合わせ先

講演資料
本堂武夫（北海道大学理事・副学
長）：http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/handle/2115/33099
丸山博子（丸山環境教育事務所代表）：
http://hdl.handle.net/2115/33101
(HUSCAPへのリンク）

　サイエンス・カフェ
　北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008直前特別企画

未来のためにできること　～ヒトと社会と地球の“つながり”を考える～

　　サイエンス・カフェは、オープンスペースで行われる、どなたでも参加できる科学
コミュニケーションイベントです。今回は、南極大陸の氷の調査を通じて地球環境の変
化を長年見つめ続けてきた、北海道大学副学長の本堂武夫さんと、環境保全活動推進の
ための環境教育を行っている、丸山環境教育事務所の丸山博子さんをお招きして、「サ
ステナビリティ」という言葉を紐解いていきます。

　　環境をテーマにした洞爺湖サミットが開催されるこの北海道の地で、みなさんもこの
言葉が持つ意味と、私たちが環境のためにできることを一緒に考えてみませんか？

2008年6月6日（金） 17:30～19:00（開場　17:00）　

紀伊國屋書店札幌本店正面入り口前　（札幌市中央区北5条西5丁目7
Sapporo55ビル1階）

約100名

申込みは不要です。当日直接会場にお越し下さい。
PDF 520KB

朝日新聞北海道支社，北海道大学サステナビリティ・ウィーク準備
事務室

北海道大学科学技術コミュニケーター養成ユニット（CoSTEP）
北海道大学サステナビリティ・ウィーク準備事務室
TEL : 011-706-8031, E-mail : sw2@oia.hokudai.ac.jp

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008

134



開催期間

会場

申込み

参加費

定員

主催者

問い合わせ先

講演資料
・リュボフ・コンドラチェワ教授
（ロシア科学アカデミー極東支部 水生態学研究所）：
http://hdl.handle.net/2115/34130
・大島慶一郎教授
（北海道大学低温科学研究所）：
http://hdl.handle.net/2115/34135
・桜井泰憲教授
（北海道大学水産科学研究院）：
http://hdl.handle.net/2115/34133
・庄子仁教授
（北見工業大学未利用エネルギー研究センター）
http://hdl.handle.net/2115/34134
・ユーリー・タラセンコ氏
（沿海地方環境プログラム・検査・放射線の安全性課主席顧問）：
http://hdl.handle.net/2115/34131
・セルゲイ・アンドリエンコ氏
（ハバロフスク地方天然資源省第一副大臣兼自然利用環境保護局長）：
http://hdl.handle.net/2115/34129
・ナターリャ・タラバロワ氏
（サハリン州天然資源・環境保護委員会副委員長 天然利用環境保護局長）：
http://hdl.handle.net/2115/34132
・劉旭氏
（北海道大学スラブ研究センター）：
http://hdl.handle.net/2115/34117
※HUSCAPへのリンク

北海道とロシア極東地域の持続可能な開発に向けた環境フォーラム
ロシア極東地域と北海道の自然科学と社会科学の研究者などが集まり、オホーツク海と
沿岸の環境状況を報告するとともに、将来の協力方法を協議します。

2008年6月19日（木） 13:00-17:00 

札幌ドーム（環境総合展2008）
URL : http://www.do-summit.jp/kankyouten2008/

必要

無料

100人

北海道大学、北海道、北海道経済連合会、北海道開発局、北海道新聞社

北海道大学サステナビリティ・ウィーク準備事務室
TEL : 011-706-8031, E-mail : sw2@oia.hokudai.ac.jp

北海道大学サステナビリティ・ウィーク2008

135



開催期間

第一会場

第二会場

申込み

参加費

定員

主催者

問い合わせ先

持続可能なアジアに向けた高等教育国際シンポジウム

環境省、北海道大学及び国際連合大学高等研究所は、 6月21日（土）に、札幌ドームに
おいて「持続可能なアジアに向けた高等教育国際シンポジウム」を開催します。
本シンポジウムでは、日本及びアジア太平洋地域の環境人材育成に取り組む高等教育機
関の関係者が一堂に会し、それぞれの環境人材育成の取組を共有するほか、大学と企
業、ＮＧＯ等の主体間の連携、アジア太平洋地域の大学間連携について意見交換を行い
ます。
なお、本シンポジウムは、「北海道大学サステイナビリティ・ウィーク2008-G8 サミット
ラウンド」の一環として、「北海道洞爺湖サミット記念環境総合展2008」（6月19日～
21日）内で開催されるものです。

2008年 6月21日（土） 13:00～16:30

札幌ドーム会議室B （北海道洞爺湖サミット記念 環境総合
展2008内）

北海道大学 百年記念会館

必要

無料

150名

環境省、国連大学高等研究所、北海道大学
北海道大学サステナビリティ・ウィーク準備事務室
TEL : 011-706-2093, E-mail : office2@sustain.hokudai.ac.jp
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開催趣旨

急激な経済成長が続くアジアにおいて持続可能な社会を築くには、経済活動のグリーン
化等、社会経済活動の変革を担う人材（環境人材）の育成が必要不可欠です。我が国は、
「国連持続可能な開発のための教育（ESD）の10年」を提案し、その重点的取組として、「ア
ジア環境人材育成イニシアティブ（ELIAS : Environmental Leadership Initiatives for 
Asian Sustainability」を開始しました。国際的にも平成19 年11月の東アジア首脳会議
（EAS）や12月の日中韓環境大臣会合（TEMM）等において、アジアにおける環境人材
の育成の必要性や、そのためにアジア各国が協力していくことの重要性が合意され、ま
た、今月のG8環境大臣会合においても、途上国と先進国間での高等教育機関と国際機関
のネットワークによる途上国の環境人材育成支援の重要性が示されるなど、一層の取組
の強化が求められています。
こうした中で本シンポジウムは、ELIASの展開のため、アジア太平洋地域の大学・大学
院で環境人材育成に取り組む大学関係者等が一堂に会し、プログラム、カリキュラム、
手法等の知見の共有を図ろうとするものです。さらに、大学と企業やNGO等との連携に
よる環境人材育成を展開する方策について意見を交換します。

プログラム案

【第一部】

13:00-13:10 開会挨拶

13:10-13:45

セッション1アジア環境人材育成イニシアティブ（ELIAS）
講演１「ELIASの概要と今後の展開について」
講演者：環境省総合環境政策局 後藤真一総務課長
講演２「アジア環境大学院ネットワーク（ProSPER.NET）につい
て」
講演者：国連大学高等研究所 A.H.ザクリ所長

13:45-14:15

セッション２ アジアの環境人材育成の取り組み （30分）
講演１「ビジネススクールにおける環境人材育成の取組について」
講演者：アジア工科大学（AIT） ピーター・ハダウィ副学長
講演２「公共政策大学院における環境人材育成の取組について」
講演者：TERI大学 ヴィバ・ダワン学長

14:15-14:30 ディスカッション

14:30-14:45 休憩

14:45-16:00

セッション３ 日本の大学の取り組み紹介 （75分）
「サステナビリティ学連携研究機構（IR3S ）」、「現代的教育ニー
ズ取組支援プログラム（現代GP）の取り組みとネットワーク」、
「大学と地域・NGOとの協働」、「アジア太平洋地域の大学間連携
の取組」等のテーマに関して取組を紹介。

16:00-16:30 セッション４ ラウンドテーブル （30分）
環境人材育成のためにどう連携を進めるべきかについて意見交換。
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14:45-16:00 ズ取組支援プログラム（現代GP）の取り組みとネットワーク」、
「大学と地域・NGOとの協働」、「アジア太平洋地域の大学間連携
の取組」等のテーマに関して取組を紹介。

16:00-16:30 セッション４ ラウンドテーブル （30分）
環境人材育成のためにどう連携を進めるべきかについて意見交換。

16:30-16:30 閉会挨拶

【第二部】 会場：北海道大学 百年記念会館

18:00 開会挨拶

18:00-19:50
セッション５ 日本の大学の取り組み紹介
岡山大学、慶應義塾大学、広島大学、茨城大学、北海道教育大学
近畿大学、武蔵工業大学、高知大学、信州大学

19:50-19:55 閉会挨拶

参加申込み方法
参加を希望される方は、別紙申込書の必要事項をご記入の上、平成20年6月18日
（水）12時必着でFAX、又はE-mail ( 宛先：office2@sustain.hokudai.ac.jp）にてお申込く
ださい。なお、申し込みは、参加希望者一人につき一通とさせていただき、定員となり
次第締め切らせていただきます。ただし、第二部で発表を希望される大学は、平成20年
6月12日（木）までに申し込み願います。なお、第二部懇親会には、会費 4,000円が必要
です。申し込みの上、現地でお支払いください。 ※第二部の発表は希望者多数につき、
締め切りました（6/3）。

>>申込書： MS Word形式 28KB ／ PDF形式 68KB

シンポジウム参加申し込みに関する連絡先
北海道大学「持続可能な開発」国際戦略本部担当：武村、木村、田中
北海道札幌市北区北8条西5丁目
FAX : 011-706-4796 TEL : 011-706-2093 E-mail : office2@sustain.hokudai.ac.jp
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作成日：平成 29 年 3 月 
作成者：北海道大学サステナビリティ・ウィーク事務局 

〒060-0815 北海道札幌市北区北 15 条西 8 丁目 
TEL  011-706-8031／ E メール contact@oia.hokudai.ac.jp 
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